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第１号議案 
 

  
  

令和６年度庄内観光コンベンション協会事業実績について 
 

【総括】 

  令和６年度は、４つの取組みの柱「地域ならではの強みを活かした企画誘客」、

「広域周遊観光の促進と受入態勢の整備」、「インバウンド誘客の拡大」及び「冬の

観光誘客の促進」を設定し、庄内への観光誘客を図るため各種の取組みを展開した。 

 具体的には、JR 東日本重点販売「山形県春の観光キャンペーン」や羽越本線全線開

通 100 周年の機会を捉え、当地域の強みである「食」、「温泉」、「自然」、「精神

文化」などの地域観光資源を活用した誘客促進事業や周遊促進事業、期間増便で便利

になった庄内空港活用のための観光プロモーション事業、インバウンド拡大に向けた

誘客プロモーションへの助成や外航クルーズ船の受入態勢整備を実施した。冬の観光

誘客においては、庄内地域の冬の観光資源を満喫していただく庄内“冬”の観光キャ

ンペーン「アナタヘおくる冬ものがたり」の内容を拡充し、展開した。 

  

【個別事業】 

１ 地域ならではの強みを活かした企画誘客                            

（１）JR 東日本重点販売「山形県春の観光キャンペーン」による誘客の促進【新規】 

    山形県春の観光キャンペーン期間中（４月～６月）の域内周遊促進と、キャン 

     ペーン後の再訪を促進するために、以下の事業を展開した。 

      ① 「食の都庄内」旬の食材でおもてなしキャンペーン 

     ・SNS で紹介する参加飲食店等の旬の一皿にコメントした方を対象にした 

プレゼント企画 

       実施期間：４月１日～６月 30 日 

       応募実績：541 名 

・キャンペーン参加店での飲食とキャン 

ペーンに参加の観光立寄施設で買い物 

した方を対象にしたプレゼント企画 

実施期間：４月１日～６月 30 日 

応募実績：80 名 

 

🔺キャンペーンチラシ 

② E-Bike で初夏のさくらんぼ満喫ツアー 

     ・E－Bike でさくらんぼ狩り等を楽しむ 

ツアーイベントを開催 

       実施期日：６月 22 日 

       内  容：さくらんぼ狩り、農家民宿 

レストラン、天澤寺 等 

            10 名参加 

 

🔺E-Bike 体験     🔺さくらんぼ狩り 
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 ③ 春の花めぐり庄内共通周遊とくとくパス 

       ・JR 東日本「TOHOKU MaaS」と連携した電子チケットを販売。期間中は特設 

サイトで庄内の花めぐり情報を紹介するとともに、ノベルティをプレゼント 

       実施期間：４月１日～６月 30 日 

        販売実績：117 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔺キャンペーンチラシ 

④ 庄内まちナビカード特別版 
・庄内への観光客が、一歩足を延ばして管内の観光施設や店舗を巡りたくな
るきっかけをつくるため、観光施設や店舗等の情報を記載した重販特別版
のカードを作成し、観光客が多く訪れる施設に設置 

・併せて、観光客の動向を探るデータ収集を目的にアンケート機能を付加
し、アンケートの回答者には抽選でプチギフトをプレゼント 

実施期間：４月１日～６月 30 日 
アンケート回答実績：171 名 

 
（２）羽黒山誘客促進事業 

国宝羽黒山五重塔の大規模修繕が前年に引き続き行われたため、ライトアップ実

行委員会との連携により、昼の山伏ガイドによる誘客事業（参道山伏）及び、夏と
秋の夜間にプロジェクションマッピングを展開した。 

    ①  参道山伏 

実施期日：４月 27～29 日、５月３日～６日、６月８日・15 日・22 日・29 日、 
            ７月 13～15 日、８月 10～11 日、９月 14～16 日 計 19 日間 

利用者数：2,450 人 
    ②  プロジェクションマッピング 

実施期日：８月 10～11 日、 
９月 14～16 日 

 計５日間 
拝観者数：1,677 人 
協力金合計：702,000 円 

 

 
 

🔺プロジェクションマッピング 🔺参道ライトアップ 
 
（３）庄内三十三観音の新たな手法による魅力発信事業【新規】 

       「庄内三十三観音」巡礼の精神文化を若い世代に継承するとともに、観光需要 
拡大につなげるため、酒田南高等学校観光地域創生専攻科より提案のあった情報 
発信手法を取り入れた取組みを実施した。 
 ・「庄内三十三観音めぐり～こころを癒す巡礼の旅～」 
  お寺カード「庄内寺男子」コレクション ９月１日配付開始 
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🔺Web サイト 

 デジタルパンフ 

 ・「お寺フォト」インスタグラムキャンペーン 
  実施期間：９月１日～11 月 30 日 

応募状況：50 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔺キャンペーンチラシ        🔺お寺カード一例 

 

（４）「食の都庄内」ガストロノミーツーリズム事業 

       豊かな食のストーリーを堪能する、食自体が目的となる「食の都庄内」ガスト

ロノミーツーリズムをさらに推進するため、以下の事業を展開した。 

      ① セミナーの開催 

     実施期日：11 月 26 日 

会  場：文化館 なの花ホール 

内  容：基調講演、対談、 

ワークショップ 

参加者数：基調講演 32 名、 

ワークショップ 19 名 

🔺基調講演      🔺ワークショップ 

      ② 「Landscape Dining in YUZA」の開催 

     鳥海山の文化的背景と水を巡る旅を提案。実施後、参加者の SNS で発信さ

れたほか、商品造成企画中のものあり。 

実施期日：10 月 29 日～30 日 

内  容：見学（胴腹滝、月光川蒸留所、 

鳥海山大物忌神社吹浦口ノ宮、 

丸池様、牛渡川、箕輪鮭漁業生産組合） 

座禅体験・ダイニング（剱龍山永泉寺） 

参加者数：旅行会社造成担当者、 

メディア、編集者、 

インフルエンサー等 

14 名 

 

 

 

🔺シェフによる調理  🔺鮭の採卵作業   

   ③ 公式ガイドブック「美味しい旅本 vol.3」の発行 

      発行日：２月 

内 容：料理人と生産者等の対談 

④ 専用 Web サイトの拡充〔実施済〕 

「食の都庄内」ガストロノミーツーリズムのコンテンツ・  

情報を充実させた。 

 

▲ショートムービー 
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（５）「ラーメン県そば王国やまがた」の魅力発信による誘客促進 

地域のイベントと連携したＰＲ事業を実施するとともに、協会のホームページを 

活用してご当地ラーメンやそばを紹介するなど、情報発信による誘客拡大を図った。 

   ・「つるおか麺フェス 2024」への出展 

  実施期日：９月 29 日 

会  場：鶴岡銀座通り 

内  容：観光 PR ブース出展、 

クイズラリー開催 

 150 名参加 

 

🔺クイズラリーブース 

   ・「ラーメン県そば王国」フェスタ in さかた実行委員会への参画、出展 

  実施期日：１月 25 日 

会  場：ホテルリッチ＆ガーデン酒田 

内  容：観光 PR ブース出展 

 

 

 

🔺会場の様子 

   ・協会ホームページへの特集記事作成 

 

 

 

 

  

🔺ホームページ 

（６）首都圏等の旅行会社やメディアへの観光プロモーションの積極的展開 

  ① 旅行会社等へのセールス 

     やまがた観光キャンペーン推進協議会等と連携し、首都圏等の主要旅行会社

を対象とした商品説明会に参加し、旅行商品造成の働きかけを実施した。 

また、その機会を利用し、首都圏旅行会社へセールスを実施した。 

     ・「令和６年８月東北ブロック定例記者会見」参加 

（東北六県物産観光あっ旋機関連絡協議会主催） 

  実施期日：８月 27 日 

会  場：都道府県会館（東京都） 

  内  容：メディア 27 社への PR。翌日、旅行会社４社へのセールス 

・令和７年度上期山形県旅行商品説明会参加 

（やまがた観光キャンペーン推進協議会主催） 

実施期日：９月 11 日 

会  場：ホテルメトロポリタンエドモント（東京都） 

内  容：旅行会社等約 60 名への旅行商品説明 

翌日、旅行会社１社へのセールス 

   ② 近隣県での観光プロモーション事業 

      新潟市及び仙台市で観光プロモーションを実施した。 

     ・駅たびコンシェルジュ新潟での PR イベント 

       実施期日：９月７日 

       内  容：日本海羽越広域観光推進協議会、環鳥海地域連携事業実行委
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員会と連携。クイズ回答による抽選企画、日本酒・ジュー

ス・菓子等のふるまい、ゆるキャラにぎやかし等 

抽選企画参加者数：264 名 

 

 

 

 

 

🔺会場全体         🔺ふるまい   

     ・イオン仙台店での冬の観光誘客キックオフイベント 

              実施期日：12 月１日 

       内  容：環鳥海地域連携事業実行委員会、 

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会と 

連携 

特産品の販売、ジュース・菓子等の 

ふるまい、ゆるキャラにぎやかし等に 

よる冬の観光 PR 

 

 

 

 

（７）ICT 等を活用した戦略的な情報発信の展開 

      庄内エリアに対する興味･関心を誘発し観光誘客につなげるため、協会が取り組

む企画誘客事業や魅力ある観光コンテンツ等の情報を発信した。 

  ① SNS の活用による情報発信 

    Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）を通じてタイムリーな情報発信を行った。 

SNS 
投稿数 

R6.4.1～R7.3.31 

フォロワー数の推移 

R6.3.31 R7.3.31 増加者数 増加率 

Facebook 164 件 2,079 人 2,272 人 193 人 9.3％ 

Instagram 170 件 3,228 人 4,038 人 810 人 25.0％ 

X 164 件 2,495 人 2,930 人 435 人 17.4％ 

② ホームページ「やまがた庄内観光サイト」の充実 

     内容を充実させ効果的な情報発信を行うとともに、ログ解析を実施した。 

③ 隣県・県内等への情報発信 

 タウン誌、フリーペーパー、新聞広告等を活用し情報発信を行った。 

掲載実績 

No. 時期 媒体 発信内容 

1 ４月 山形百彩：山形新聞 庄内地域の観光案内 

2 ６月 東海山形県人会・会報誌「最上川」 庄内地域の観光案内 

3 
７月 

河北ウィークリー（7/4） 羽黒山ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ 

4 荘内日報（7/31） 羽越本線全線開通100周年 

5 
９月 

山形百彩：山形新聞（9/13） 
庄内三十三観音めぐり 
庄内まちナビカード 

6 荘内日報：日本遺産特集（9/21） 庄内地域の食の魅力発信 

7 10 月 ハミングタイムプラス 庄内三十三観音めぐり 

8 ２月 山形百彩：山形新聞 雛めぐりクイズラリー 

 

🔺会場全体  

🔺ふるまい  
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④ 管内等への情報発信 

         計画的に報道機関への情報提供を行い、市町村広報、タウン誌、フリーペー

パー等を活用して地域住民に情報発信するとともに地域の魅力への理解を深めた。 

⑤ 庄内観光 PR リーフレットの発行 

     四季毎に「やまがた庄内スポットガイド」を作成し、タイムリーにイベント

情報等を発信した。 

   ・５月、８月、11 月、２月発行 

発行部数 

夏 12,000 部 秋 12,000 部 冬 15,000 部 春 12,000 部 

  
 

 

 

 

 

      ⑥ ゲートウェイ施設における広告掲出 

     庄内空港やエスモールバスターミナルに広告を掲出した。 

 

（８）やまがた観光キャンペーン推進協議会等の関係団体との連携 

       やまがた観光キャンペーン推進協議会をはじめとする各関係団体と連携し、各種の

取組みを実施した。 

    ① 近隣県を対象とした誘客促進 

     やまがた観光キャンペーン推進協議会と連携し、 

近隣県を対象とした誘客促進事業を展開した。 

    ・東北自動車道における SA キャラバンへの参画 

開催期日：11 月９日 

会  場：国見サービスエリア下り 

内  容：やまがた観光キャンペーン推進協議会    🔺臨時観光案内所   

と連携し、臨時観光案内所の設置、 

観光パンフの配布等              

② グリーン・ツーリズムの推進                 

      民間事業者による商品化につなげるため、山形県グリーン・ツーリズム推進

協議会の助成事業を活用し、１泊２日の農泊体験企画「やまがた的田舎旅」を

開催した。 

    ・大自然を堪能！アウトドア体験と本格フレンチを楽しむツアー（庄内町） 

北月山荘でカヤック、ハイキング、砂金掘り及び山菜収穫体験 

      ５月 25 日～26 日実施、10 名参加 

・庄内の海で釣りに挑戦！釣った魚を捌いて食べる田舎旅！（遊佐町） 

吹浦漁港、しらい自然館で、海釣り体験、魚捌き体験及びそば打ち体験 

  10 月 26 日～27 日実施、17 名参加 

 

 

 

 

 

 

    

🔺５月 カヤック体験       🔺10 月 魚捌き体験 
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③ 庄内ガイドライバー協議会への支援 

     おもてなしドライバー（庄内 

ガイドライバー）研修・検定を 

実施し、タクシー乗務員のおも 

てなしに係る資質向上を図った。 

    ・庄内ガイドライバー現地研修 

11 月 14 日実施、５名参加 

研修先：酒田湊旧廻船問屋     🔺海向寺          🔺總光寺 

         家坂亭、砂高山 海向寺、日和山小幡楼 日和亭、洞瀧山總光寺 

   ④ 邦船クルーズのおもてなし 

         酒田港湾振興会と連携し、邦船が酒田港に寄港した際の歓迎、見送り行事等 

       を実施した（５月２日 にっぽん丸）。 

 

２ 広域周遊観光の促進と受入態勢の整備                                                                        

首都圏・近隣県等をターゲットにした誘客と域内周遊の促進による滞在時間の延長 

を促進するとともに、持続可能な観光地を目指して受入態勢の整備を図った。 

（１）JR 東日本重点販売や羽越本線全線開通 100 周年、期間増便の ANA 庄内-羽田線を

契機にした首都圏等からの広域周遊の促進 

① JR 東日本重点販売「山形県春の観光キャンペーン」による誘客の促進（再掲） 

    ② 羽越本線全線開通 100 周年記念事業の展開 

     日本海羽越広域観光推進協議会と連携し、羽越本線全線開通 100 周年を契機

として展開される羽越本線の活性化事業に参画した。 

    ・特別列車おもてなしの実施 ４月５日・21 日、７月 31 日、10 月 26 日 

・「酒田駅にぎわいイベント」の開催 10 月 26 日 

 

 

 

 

 

 

         🔺7/31 特別列車おもてなし  🔺10/26 酒田駅にぎわいイベント 

③ 庄内空港を活用した誘客事業【新規】 

  庄内空港利用振興協議会や ANA SHONAI BLUE Ambassador とともに、５便化で 

 羽田空港からの国際便乗継などがより便利になった庄内空港を活用した観光コー 

ーを提案する動画の制作や羽田空港での観光プロモーション等を実施した。 

 ・動画制作（委託） 

実施期間：６～８月動画撮影・制作、９月公開 

内  容：ANA SHONAI BLUE Ambassador による 

「ローカルアドベンチャートラベル～アクティビティ×絶景×食」 

 

 

 

 

                   

                                 🔺YouTube 動画 

🔺動画                 
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 ・庄内空港 PR イベント「Find Your Sky in HANEDA ～おいしい、庄内いただ 
きます！～」（庄内空港利用振興協議会と連携） 

  実施期日：９月６日～８日 羽田空港 
内  容：動画、パンフによる秋・冬の観光 PR、ノベルティの配布 
「おいしい庄内空港ファンクラブ会員」908 名増 
アンケート回答者数 904 名 

 

 

 

 

 

🔺庄内空港、観光 PR ブース     🔺会場全体  

・佐賀空港等での観光 PR イベント 

 実施期日：１月 31 日・２月１日 

  内  容：羽田線の相互乗継の利用を促進するため、パンフによる観光 PR､ 

ノベルティの配布 

 

 

 

 

 

 

🔺ゆめタウン佐賀       

  

（２）県内他地域と連携した県内周遊の促進 

  ① 最上地域との広域観光連携事業 

     最上地域観光協議会と連携し、駅周辺スポットも入れた域内の観光施設を巡

るスタンプラリーを展開し、両地域の周遊を促進した。 

     実施期間：10 月１日～１月 13 日 

     参加スポット：32 施設（庄内地域 16 施設、最上地域 16 施設） 

応 募 数：377 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔺スタンプラリーポスター      🔺スタンプラリー台紙 

    

② 置賜地域との地域交流事業 

     東北中央道の置賜・最上間開通の利便性向上を活かし、相互にゲートウェイ

となる広域周遊の促進につなげるため、山形おきたま観光協議会との交流事業

を開催した。 

     実施期日：11 月７日～８日 

     内  容：商談会、講演会・事例発表、エクスカーション 

会  場：タスパークホテル長井 ほか 

🔺さが農業まつり 

（九州佐賀国際空港東特設会場） 

 



9 

 

参加者（講演会・事例発表）：90 名（庄内 26 名、置賜 41 名 他共通 23 名） 

 

 

 

 

 

 

 

🔺商談会             🔺基調講演 

③ 村山地域との広域観光連携事業【新規】 

仙台圏や県内内陸部からの観光周遊につなげるため、やまがた広域観光協

議会と連携し、「秋目前！やまがたまるごとマルシェ」へ出展した。 

実施期日：８月 31 日 

会  場：道の駅やまがた蔵王 

内  容：庄内ブースにて観光 PR、特産品の販売等 

 

 

 

 

 

 

 

🔺庄内ブース              🔺会場全体 

 

（３）滞在時間延長に向けた域内周遊の促進 

① 庄内まちナビカード事業【拡充】 

         庄内への観光客が、一歩足を延ばして管内の観光施設や店舗を巡りたくなる

きっかけをつくるため、観光施設や店舗等の情報を記載したカードを作成し、

観光客が多く訪れる施設に設置した。特別版に引き続き、観光客の動向を探る

データ収集を目的にアンケート機能を付加し、アンケートの回答者には抽選で

プチギフトをプレゼントした。 

    実施時期：７月１日～令和７年６月 30 日 

アンケート回答者数：228 名 

 

 

 

 

 
   

   ② 庄内共通周遊とくとくパス事業 

     JR 東日本の「TOHOKU MaaS」と連携し、管内の博物館・美術館等をお得に

周遊できるデジタルチケットを発行することにより、管内への観光誘客及び

周遊促進を図った。また、ログ解析による観光客の動向データを収集した。 

さらに、対象施設以外の割引などをプラスする「とくとくプラス」を特典

として一層の周遊促進を図った。 

         実施時期：７月～令和７年３月 

販売実績：343 件 

 

🔺キャンペーンチラシ 🔺カード設置状況 

（ミライニ） 
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   ③ 月山サスティナブルツーリズム事業 

    月山八合目線のバスを利用して月山を訪れる方を対象に抽選によるプレゼント 

       企画を実施して、月山公園線における公共交通利用による混雑緩和を促進すると

ともに、月山への誘客を促進した。 

     実施時期：７月１日～９月 30 日 

応募数：66 件 

 

 

 

 

 

🔺キャンペーンチラシ 

（４）会員等が取り組む受入企画に対する支援 

 ① 受入企画等に対する支援事業【一部新規】 

    管内の市町村、観光協会、各種団体等が実施する受入企画等を支援し、受入態

勢の充実を図った。 

    対象事業： ⅰ  ３年以内の新規事業（会員に限る） 

ⅱ  インバウンド受入企画  

ⅲ  冬季誘客企画 

ⅳ  羽越本線全線開通 100 周年記念事業 

    実施時期：５月～令和７年３月 

        支援実績 

№ 団体名 事業名 

1 三川町観光協会 三川町 PR キャラクターみかわん 
うちわ作製・配布事業 

2 酒田鮨商組合 酒田すしの日まつり 
3 酒田おもてなし隊 外航クルーズ船おもてなし事業 
4 鶴岡銀座商店街振興組合 つるおか麺フェス 2024 
5 庄内台湾交流プロジェクト 台湾フェスタ in さかた「讃！讃！台

湾 2024」 
6 Hisu 花ワークショップ Hisu 花プロジェクションマッピング 
7 一般社団法人 DEGAM 鶴岡 

ツーリズムビューロー 
冬期観光誘客にむけた情報発信事業 
（招請事業） 

8 「ラーメン県そば王国」フェ
スタ in さかた実行委員会 

「ラーメン県そば王国」フェスタ in
さかた 

9 湯野浜温泉観光協会 冬の誘客「新しい湯野浜の楽しみ方」 
イベント 

10 庄内町観光協会 米のふる里新酒まつり 2025 in 庄内町 

  

（５）地域を担う人づくり支援事業 

   ① 「食の都庄内」ガストロノミーツーリズム事業（再掲） 

 

（６）庄内の豊かな自然や歴史・文化を体験する教育旅行情報の発信 

  ① 教育旅行誘致の促進 

県教育旅行誘致協議会と連携し、助成事業、情報発信、商談会参加等を実施 

    ・県教育旅行誘致協議会の助成事業を活用した受入団体等への支援事業 
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支援実績 

№ 団体名 事業名 

1 由良地域協議会 
「ゆらまちっく戦略会議」 

スタッフＴシャツ作成事業 

2 一般社団法人 DEGAM 鶴岡 
ツーリズムビューロー 

教育旅行ガイドブック 
「まなぶつるおか」リニューアル事業 

3 特定非営利活動法人 
自然体験温海コーディネット 

仙台セールス事業 

・「山形県庄内エリア教育旅行情報シート」のメンテナンス、展開 

・「東北教育旅行商談会」参加（東北観光推進機構主催） 

      実施期日：７月 18 日 

会  場：品川プリンスホテル（東京都） 

内  容：旅行会社５社への商談。翌日、旅行会社４社へのセールス 

 

（７）コンベンションの誘致促進 

① コンベンションの誘致活動 

     広告の掲載、商談会への参加により誘致を図った。 

    ・山形大学広報誌「みどり樹」第 86 号（令和６年 10 月） 

    ・山形大学広報誌「みどり樹」第 87 号（令和７年３月） 

・「東北・新潟 MICE 商談会」参加（東北地区コンベンション推進協議会主催） 

実施期日：11 月 26 日 

会  場：都市センターホテル（東京都） 

内  容：MICE 開催予定５団体への商談 

翌日、旅行会社２社へのセールス 

   ② コンベンション等の開催支援 

     コンベンション等開催の経費支援、歓迎看板設置・コンベンションバッグ提供

等を行った。 

     支援実績 

№ 開催期日 内容 参加者数 

1 ６月 29・30 日 国際バドミントンＵ16 庄内 2024 3,000 人 

2 ７月４日 全国水道協会総会 241 人 

3 ８月７～23 日 第 14 回高校生バイオサミット in 鶴岡 116 人 

4 ８月 24 日 全国特別支援学校知的障害教育校 PTA 全国大会 461 人 

5 ９月７・８日 農業食料工学会第 82 回年次大会 450 人 

6 ９月 16 日 国際ノルディックウォーク 200 人 

7 10 月 10・11 日 Discover Tohoku 2024 250 人 

8 10 月 23～25 日 第 18 回メタボロームシンポジウム 223 人 

9 10 月 24・25 日 東北高校新人水泳競技大会 650 人 

10 11 月２・３日 ジャパンソフトバレーボール鶴岡フェスティバル 740 人 

11 12 月１～３日 RENKEI Health Workshop 42 人 

12 １月 27 日 慶応義塾大学先端研究教育連携シンポジウム 338 人 

13 ３月 17～19 日 Keio Astrobiology Camp 2025 35 人 
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３ インバウンド誘客の拡大                       
（１）誘客プロモーションの強化 

   ① インバウンド拡大に向けた海外誘客プロモーション等の展開 

      やまがたインバウンド協議会等と連携し、現地 SNS での情報発信や、現地

プロモーションによる誘客を強化した。 

     内  容：現地プロモーションのための 

ポスター、ノベルティの制作 

 

 

 

 

🔺台湾向けポスター 🔺ノベルティ（巾着） 

   ② 海外誘客プロモーション助成事業【新規】 

     会員の海外現地プロモーション経費を助成し、インバウンドの拡大を図った。 

      助成実績：13 件 

③ インバウンドファムトリップ事業【新規】 

      外国人旅行者の動向やトレンドに沿ったインフルエンサーを招聘するファム 

        トリップを実施し、台湾等のターゲットに向けて情報発信し、域内周遊の促進

を図った。 

     ・１回目 撮影日：６月 29 日～30 日、発信日：８月 14 日 

取材先：さくらんぼ狩り、地酒飲み比べ、湯野浜温泉等 

実 績：YouTube 動画 35,141 回再生、SNS 投稿 100,961 リーチ 

・２回目 撮影日：10 月 23 日～24 日、発信日：11 月 25 日～30 日 

取材先：ラーメン、そば、羽黒山五重塔、あつみ温泉等 

実 績：Reel 動画 160,412 回再生、SNS 投稿 54,571 リーチ 

 

 

 

 

 

 

 

                         🔺１回目情報発信（YouTube）      🔺２回目情報発信（Reel） 

 

（２）庄内空港を活用した誘客事業（再掲） 
 

（３）受入態勢の整備 

① 外航クルーズ船のおもてなし 

     寄港拡大につなげるため、“プロスパーポートさかた”ポートセールス協議会

の構成員として、関係機関と連携したおもてなしを実施した。 

     実施時期：４月８日・10 日・11 日・22 日、５月 27 日・28 日、10 月５日 

場  所：酒田港古湊ふ頭 

内  容：ふるまい、 

歓迎イベント、 

物産展など 

 

   
🔺歓迎イベント 🔺ふ頭物産展 
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（４）情報発信 

① インバウンド向け情報発信【一部拡充】 

    ホームページ及び SNS 等による情報発信を行うほか、外航クルーズ船等のイ

ンバウンド客の再訪につなげるため、新たに管内の絶景ポイントのポストカード

（英語版ホームページの二次元コードを付記）を製作・配布した。 

８種、各 2,000 枚製作 

 

 

 

  

🔺ポストカード（日和山）  🔺ポストカード（酒田舞娘）  

 

４ 冬の観光誘客の促進                             

（１）庄内“冬”の観光キャンペーン「アナタへおくる冬ものがたり」の拡充 

      庄内地域への冬の誘客を強化するため、冬ならではの魅力あるコンテンツを巡る

スタンプラリーと JR・ANA と連携した首都圏・隣県からの誘客を図る企画等を展開

した。 

   ① 庄内の冬満喫デジタルスタンプラリー【一部拡充】 

         ３つのイベントカテゴリーで 11 箇所のラリースポットを設定し、冬ならでは

の魅力あるコンテンツを巡るデジタルスタンプラリーを展開した。 

ⅰ 寒鱈まつり 

  ⅱ ウインタースポット（スキー場、イルミネーション、最上川舟下り） 

ⅲ 「ラーメン県そば王国やまがた」フェスタ 

実施期日：12 月１日～２月 28 日 

参 加 者：549 名 

応 募 者：80 名 

   ② JR・ANA 利用プレゼント企画 

鶴岡と酒田の寒鱈まつりに JR・ 

ANA を利用して来場された方への 

プレゼント企画を実施した。 

実施期日：１月 19 日、１月 26 日 

参 加 者：117 名 

🔺鶴岡会場の様子     🔺酒田駅の様子 

③ 泊まって当てようキャンペーン 

  管内の宿泊施設に宿泊された方を対象としたプレゼント企画を実施した。 

実施期日：12 月１日～２月 28 日 

 応 募 数：166 件 

④ 春はもうすぐ！雛めぐりクイズラリー 

    歴史ある庄内各地の雛まつりをクイズで巡るプレゼント企画を展開した。 

実施期日：３月１日～３月 31 日 

応 募 数：84 件 

    ⑤ ハンドブック「アナタへおくる冬ものがたり」制作 

上記①～④の企画を掲載するとともに、新酒まつりや、冬の味覚（庄内北前

ガニ、天然ふぐ等）、温泉を紹介するハンドブックを制作した。 

発行部数：20,000 部 
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⑥ その他情報発信 

・荘内銀行山形ビルウインドウディスプレイへの掲出 

掲出時期：11 月１日～12 月 25 日 

 

 

 

🔺ディスプレイ掲出 

・首都圏向け情報番組での観光情報発信〔実施済〕 

内  容：11 月 28 日放送 テレビ埼玉「マチコミ」出演 

  

 

 

 

 

 

                🔺マチコミ   

 
（２）庄内ひな街道の展開 

庄内地域で開催される雛人形の展示キャンペーン（鶴岡雛物語、酒田雛街道）の 

開催を支援するとともに、庄内ひな街道の機運を醸成する取組みを実施した。 

・顔出し看板の設置 

 致道博物館、湯田川温泉旧白幡邸、FOODEVER、ミライニ、庄内空港 

・子ども用お雛様お内裏様と大人用十二単の着付け体験 

 本間美術館、致道博物館、山王くらぶ、丙申堂で３月の各土日に巡回実施 

・庄内空港への荘内神社雛人形の展示 

 

 

 

 

 

 

                                   🔺着付け体験       🔺庄内空港への展示 

（３）受入企画等に対する支援事業（再掲） 
 
（４）冬季のインバウンド向け情報発信（再掲） 

   外航クルーズ船等のインバウンド客の冬季の再訪につなげるため、氷瀑の写真を

使用したポストカード（英語版ホームページの二次元コードを付記）を製作・配布

した。 

 

🔺ハンドブック（抜粋） 
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５ その他                                 

（１）会議の開催 

① 総会 

・５月 14 日（火）会場：東京第一ホテル鶴岡 

② 理事会 

・５月 14 日（火）会場：東京第一ホテル鶴岡 

③ プロジェクトチーム会議 

・第１回 ４月 26 日（金）会場：庄内総合支庁 

・第２回 12 月 19 日（木）会場：三川町子育て交流施設テオトル 

・第３回 令和７年３月 14 日（金）会場：庄内総合支庁 

 

（２）庄内観光コンベンション振興指針（案）の作成 

庄内観光コンベンション振興指針の策定に向け、プロジェクトチーム会議で協

議し、いただいた意見を反映した（案）を作成した。 

 

（３）会員向け「もっけだの.net ニュース」の発信 

助成金や各種セミナー・説明会、イベント等の情報を電子メールで送信した。

（30 回） 

 



（収入の部）

令和６年度 令和６年度 比較増減

予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

会費 6,340,000 6,360,000 20,000

負担金 15,144,000 15,144,000 0  第２種会員：７団体（県、鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町、戸沢村）

 やまがた観光キャンペーン推進協議会支援金等 5,292,189 円

 山形県グリーンツーリズム推進協議会助成金 149,000 円

 コンベンション開催支援助成金 2,309,500 円

234,866 円

 山形県 6,178,000 円

 事業実施負担金 95,000 円

雑収入 795 21,669 20,874  預金利子等 21,669 円

繰越金 5,467,205 5,467,205 0

計 45,687,000 41,251,429 △ 4,435,571

（支出の部）

令和６年度 令和６年度 比較増減

予算額 （Ａ） 決算額 （Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

2,995,332 円

1,142,746 円

927,760 円

1,165,675 円

2,770,065 円

452,010 円

2,864,824 円

762,976 円

4,149,142 円

インバウンド
誘客拡大 3,347,000 3,487,467 140,467 3,487,467 円

1,821,722 円

801,540 円

11,884,302 円

129,204 円

204,059 円

812,208 円

0 円

計 45,687,000 36,371,032 △ 9,315,968

収　　入 41,251,429 円

支　　出 36,371,032 円

収支差額 4,880,397 円

4,880,397

令和６年度庄内観光コンベンション協会 収支決算（案）

（単位：円）

項　　目 摘　　　　　　　　要

 第１種会員：令和６年度末現在162会員

交付金等 12,407,000 7,985,555 △ 4,421,445

 県教育旅行誘致協議会助成金

事業実施負担金 6,328,000 6,273,000 △ 55,000

（単位：円）

項　　目 摘　　　　　　　　要

企画誘客 13,011,000 9,453,588 △ 3,557,412

 ① 「食の都庄内」ガストロノミーツーリズム

 ② 地域の素材を活かした誘客促進

 ③ 「山形県春の観光キャンペーン」誘客促進

 ④ 観光プロモーションの積極的展開

 ⑤ ICT等を活用した戦略的情報発信

 ⑥ 関係団体との連携

広域周遊観光の促
進・受入態勢整備等 13,869,000 7,776,942 △ 6,092,058

 ① 広域周遊観光の促進

 ② 人材育成、受入態勢整備

 ③ コンベンションの誘致促進

 ① 誘致プロモーション強化、受入態勢整備、情報発信

冬の観光誘客促進 2,500,000 2,623,262 123,262
 ① 冬の観光誘客事業

 ② 受入企画支援（冬の観光誘客）

運営費等
（職員人件費含む） 12,960,000 13,029,773 69,773

 職員人件費

 事務所借上料

 会議費

 一般経費

 予備費

13,029,773

令和６年度収支差額 円は、令和７年度に繰り越すものとする。

第５号議案第２号議案
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（※個人情報保護のため、押印は原本のみとし、印影を省略します。）
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Ⅰ 基本的な考え方 

 

１ 指針策定の趣旨 

庄内観光コンベンション協会では、庄内地域全体の観光振興に関する指針として、

庄内観光コンベンション振興プログラム（第１次：平成 13 年度～平成 18 年度、第２

次：平成 17 年度～平成 26 年度、第３次：平成 27 年度～令和元年度）を策定し、庄内

地域の観光振興を推進してきた。第３次プログラムの最終計画年度が令和元年度であ

ったことから、令和元年度中に次期プログラムの策定作業を進めていたが、令和２年

に入り、新型コロナウイルス（正式名称 COVID-19、以下コロナ）による感染症が拡大

し、観光産業の先行きが見通せなくなったことから、コロナ禍が落ち着くまで策定作

業を中断することとなった。 

プログラムを策定していなかった令和２年度から令和６年度までの５年の間に、コ

ロナの影響もあり、個人旅行化の進展に伴う旅行ニーズの多様化や、デジタルシフト

の加速、持続可能な観光への関心の広がりなど、観光産業を取り巻く情勢は大きく変

化している。加えて、先の見えない物価高騰や深刻な人手不足などの課題にも直面し

ている。 

令和５年５月にコロナが５類感染症に移行してから観光需要が回復してきたことを

受け、昨今の社会情勢等の変化に的確に対応し、庄内地域の経済を持続的に発展させ、

活力に満ちた地域社会の実現を図るため、この度、新たに「庄内観光コンベンション

振興指針」を策定するものである。 

 

２ 指針の位置付け 

（１）本指針は、庄内地域での観光及びコンベンションの振興の目標を定め、その実現

を目指して対象期間内に重点的に取り組む事業の方向性を示すものとする。 

（２）本指針に基づく取組みは、地域住民、関係団体、事業者、行政などが連携協力し

一体となって進めていくものであり、その役割に応じて主体的に取組みを進めてい

くことが必要である。 

 

３ 対象期間 

令和７年度から令和 11 年度までの５年間とする。 

なお、社会情勢の変化や観光振興施策の進捗状況等の検証を図り、必要に応じて適
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2 

 

宜見直しを行うこととする。 

 

４ 推進体制 

本指針の推進にあたっては、会員である市町村・ＤＭＯ・市町村観光協会・温泉旅

館組合等の観光関連団体及び事業者がそれぞれの役割を担うとともに、相互の連携を

密にして事業を展開していくものとする。 

庄内観光コンベンション協会は、会員との連携・調整を図り、主に広域的な施策を

推進し、特に管内全体の情報発信、市町村・県を跨いだ誘客促進事業の展開、各主体

が取り組む事業への支援及び観光関連情報の収集に努め、環境の変化に適切に対応で

きるよう取組みを推進する。また、観光コンテンツの開発・磨き上げや旅行会社と連

携した誘客促進等に取り組んでいく。なお、首都圏等へのプロモーションでは、やま

がた観光キャンペーン推進協議会、インバウンド事業では、東北観光推進機構、やま

がたインバウンド協議会、日本海羽越広域観光推進協議会等と連携を密にして事業推

進を図るものとする。特に、インバウンド事業では、令和６年９月に観光庁の「地方

における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業」のモデル観光地に本県が選定

され、集中的に支援を受けられることとなったことから、やまがたインバウンド協議

会と連携を密にして、庄内地域における高付加価値化に取り組んでいく。 

市町村及び観光協会等観光関連団体は、各市町村の観光メニューの掘り起こし・磨

き上げや情報発信、受入態勢整備等、地域に密着した観光振興策を推進する。また、

庄内管内のＤＭＯと連携し、戦略的な事業の施策を一体的に担うことで、観光地域づ

くりを展開していく。 

観光関連事業者は、地域資源を生かしたコンテンツの提供やおもてなしの取組みに

努めることにより、地域の魅力向上など観光地域づくりに寄与する。 

以上のとおり、多様な主体が協働する体制により、本指針に基づく観光振興策を推

進し、進行管理を図る。 

 

 ５ 進行管理 

本指針の推進にあたっては、効果的・効率的な事業推進のため、庄内観光コンベン

ション協会プロジェクトチーム会議において評価・検証を行い、その結果を翌年度の

事業計画に反映させることとする。 

なお、数値目標に掲げた指標については、毎年度推移を把握し、総会において報告

を行うこととする。 
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 Ⅱ 観光の動向 

 

■ 国内の観光動向 

 １ 日本人一人当たりの国内宿泊旅行回数及び宿泊数の推移 

（一人当たり平均） 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

旅行回数（宿泊） 1.3 1.4 1.4 1.4 1.3 1.4 0.7 0.6 1.2 1.4 

前 年 比 （ ％ ） 93 108 100 100 93 108 50 86 200 117 

旅行回数（日帰り） 1.5 1.5 1.6 1.6 1.5 1.6 0.7 0.7 1.1 1.3 

前 年 比 （ ％ ） 94 100 107 100 94 107 44 100 157 118 

宿 泊 数 2.1 2.3 2.3 2.3 2.1 2.3 1.2 1.0 1.9 2.3 

前 年 比 （ ％ ） 91 110 100 100 91 110 52 83 190 121 

（資料：令和６年版観光白書） 

 

令和５年の日本人一人当たりの国内宿泊旅行の回数は 1.4 回（前年比 117％）、日

帰り旅行回数は 1.3 回（118%）、一人当たり宿泊数は 2.3 泊（前年比 121％）と、い

ずれも前年を上回った。 

 

２ 日本人国内日帰り旅行及び国内宿泊旅行の延べ人数の推移 

（万人） 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

日帰り延べ人数 29,788 29,173 31,542 32,418 27,073 27,548 13,271 12,644 18,539 21,623 

前年比（％） 96 98 108 103 84 102 48 95 147 117 

宿泊延べ人数 29,734 31,299 32,566 32,333 29,105 31,162 16,070 14,177 23,247 28,135 

前年比（％） 93 105 104 99 90 107 52 88 164 121 

（資料：令和６年版観光白書） 

 

令和５年の日本人の国内日帰り旅行者数は延べ２億 1,623 万人（前年比 117％）、 

国内宿泊旅行者数は延べ２億 8,135 万人（前年比 121％）となっており、国内旅行全

体ではコロナ前（令和元年）と比較して 85%となっている。 
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３ 日本人国内旅行消費額の推移 

（兆円） 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

国内旅行全体 18.4 20.4 21.0 21.1 20.5 21.9 10.0 9.2 17.2 21.9 

前年比（％） 91 111 103 100 97 107 46 92 187 127 

宿泊旅行 13.9 15.8 16.0 16.1 15.8 17.2 7.8 7.0 13.7 17.8 

前年比（％） 90 114 101 101 98 109 45 90 196 130 

日帰り旅行 4.5 4.6 4.9 5.0 4.7 4.8 2.2 2.2 3.4 4.1 

前年比（％） 94 102 107 102 94 102 46 100 155 121 

 （資料：令和６年版観光白書） 

 

令和５年の日本人国内旅行消費額は 21.9 兆円（前年比 127％）であり、コロナ前

（令和元年）水準まで回復している。このうち、宿泊旅行の国内旅行消費額は 17.8

兆円、日帰り旅行の国内旅行消費額は 4.1 兆円となった。 

 

４ 訪日外国人旅行者数の推移 

（万人） 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

外国人旅行者数 1,341 1,974 2,404 2,869 3,119 3,188 412 25 383 2,507 

前年比（％） 129 147 122 119 109 102 13 6 1532 655 

 

○ Ｒ５の国・地域別内訳【構成比ランキング６位まで】    （万人） 

国名 韓国 台湾 中国 香港 米国 タイ 

旅行者数 695.8 420.2 242.5 211.4 204.6 99.6 

構成比（％） 27.8 16.8 9.7 8.4 8.2 4.0 

（資料：令和６年版観光白書） 

 

訪日旅行者数は、令和元年まで過去最高を記録していたが、令和２年から令和４年

までは、コロナ感染拡大に伴い、年間を通じて大きく減少した。 

訪日外国人旅行者数は、令和４年６月の外国人観光客の受入再開、同年 10 月の水

際措置の大幅緩和等により徐々に回復しはじめ、令和５年に入ってからは東アジアを

中心に大きく増加し、同年 10 月には令和元年同月を越え、年間では 2,507 万人、前

年比 655％、令和元年比 79%となっている。 

令和５年の訪日外国人旅行者の国・地域別内訳では、韓国が最も多く 695.8 万人と

全体の 28％を占める、次いで、台湾、中国、香港が続いている。アジア全体では 1,949.5

万人となり、全体の 78％を占めている。 
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 ■ 庄内の観光動向 

   １ 庄内の観光客入込み状況                （単位：千人） 

年度 H26 Ｈ27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

観 光 者 数 14,397.2 14,654.4 14,153.6 13,292.3 13,331.2 12,996.3 8,045.4 8,707.3 9,880.2 10,650.1 

前年比（％） 111.8 101.8 96.6 93.9 100.3 97.5 61.9 108.2 113.5 107.8 

【 参 考 】 山 形 県 45,171.6  44,904.3 45,814.1 45,122.4 46,507.4 45,311.7 27,511.2 30,058.9 36,034.3 38.664.0 

前年比（％） 112.4 99.4 102.0 98.5 103.1 97.4 60.7 109.3 119.9 107.3 

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等 
山形 DC 

山形 

ﾎﾟｽﾄ DC 
  

新潟県･

庄内ｴﾘｱ

ﾌﾟﾚ DC 

新潟県･

庄内ｴﾘｱ

DC 

新潟県･

庄内ｴﾘｱ

ﾎﾟｽﾄ DC 

東北 DC   

 〈資料：山形県観光者数調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内の観光客入込み数は、平成 28、29 年に２年連続で減少したが、平成 30 年度は、

新潟県・庄内エリアプレ DC を開催したことなどにより 10 月から 12 月の増加が大き

く、2年振りに増加に転じた。その後、令和２年からの新型コロナウイルス感染症の

拡大により大きく落ち込んだ後、徐々に増加し、令和５年度は令和元年度比で 81.9％

まで回復している。 

 

   観光地別構成比                        （単位：％） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

山岳観光地 2.9 2.9 2.9 2.8 2.7 2.6 2.0 2.2 1.9 2.1 

温泉観光地 18.9 19.2 19.1 19.1 19.4 19.1 18.3 18.7 19.1 18.1 

スキー場 0.7 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.9 0.8 0.9 0.7 

海水浴場 3.6 4.1 4.5 3.9 3.9 3.6 3.5 4.6 2.5 3.4 

名所旧跡 13.7 11.9 11.6 12.7 12.5 13.2 12.1 13.2 12.6 12.7 

観光道路等 1.0 1.1 1.3 1.0 1.2 1.4 1.2 1.2 1.1 1.0 

道の駅 17.6 18.9 19.9 21.3 21.1 21.0 22.7 21.9 23.4 22.8 

その他（※） 41.6 41.4 40.2 38.7 38.6 38.6 39.3 37.4 38.6 39.1 

※その他：庄内観光物産館、夢の倶楽(山居倉庫)、加茂水族館、産直あぐり、さかた海鮮市場 

14,397.2 14,654.4 
14,153.6 

13,292.3 13,331.2 12,996.3 

8,045.4 
8,707.3 

9,880.2 
10,650.1 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5
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観光地別の構成比をみると、近年はほぼ同じような比率となっている。山岳観光

地やスキー場、海水浴場は天候により変動が見られる。 

 

シーズン別構成比                     （単位：千人） 

    

シーズン別の構成比をみると、庄内は山岳観光や海水浴が可能な夏季の観光客が多

く、冬期間は夏期の半分以下となっている。 

 

 ２ 庄内の外国人観光客受け入れ実績 

（単位：人） 

年 ※暦年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

外国人観光客数 10,440 18,239 23,201  34,469  45,717 65,691 7,616 2,695 4,896 55,426 

前年比（％） 114.8 174.7 127.2 148.6 132.6 1,132.1 35.4 35.4 181.7 1,132.1 

【 参 考 】 山 形 県 68,217  96,847 127,731 190,639 252,289  388,928 125,930 17,083 56,051 401,948 

前年比（％） 137.1 142.0 131.9 149.3 132.3 154.2 32.4 13.6 328.1 717.1 

※観光客数については、宿泊者数と立寄り者数の計となります。 
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21.7% 

20.5% 

11.1% 
4.6% 3.7% 

3.5% 

1.9%

1.7%

0.8% 

0.3% 

30.2%

R5 国別内訳

≪国別内訳（庄内）≫ 

年 ※暦年 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

台湾 5,168 7,920 8,049 11,275 11,978 14,837 2,706 29 203 12,047 

韓国 757 2,742 3,255 3,816 2,860 3,123 416 72 377 2,565 

香港 684 230 527 892 948 2,169 860 8 305 1,037 

中国 794 1,796 3,264 1,683 2,038 2,793 526 281 266 1,938 

アメリカ 877 975 1,070 3,097 4,471 6,451 231 411 501 6,179 

オーストラリア 57 67 105 995 2,474 4,156 54 22 161 2,065 

タイ 102 163 411 1,247 1,024 1,532 91 63 137 427 

シンガポール 98 144 199 619 625 827 159 25 220 921 

マレーシア 28 88 55 148 171 292 32 12 47 145 

欧州        241 989 11,380 

その他 1,875 4,114 6,266 10,697 19,128 29,511 2,541 1,531 1,690 16.722 

※「欧州」は、イギリス、ドイツ、フランス、イタリア、スペインの足し上げ。令和３年より調査を追加しており、 

令和２年までの「その他」は「欧州」も含んでいる。 （資料：山形県外国人旅行者県内受入実績調査） 

 

県、庄内ともに、東日本大震災後に減少した 

旅行者が回復し、毎年過去最高の旅行者数を  

更新していたが、新型コロナウイルス感染症 

の拡大により、令和２年に激しく落ち込んだ。 

令和５年に５類に移行後は急速に回復した 

ものの、コロナ前にはまだ及んでいない。 

庄内の国別内訳をみると、台湾からの旅行 

者が最も多く、次いで欧州が多くなっており、   

チャーター便や外航クルーズ船の来港の効果 

が大きいと推測される。 

  

台湾 

韓国 

ｱﾒﾘｶ 

香港 

欧州 
タイ 

中国 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

その他 

ﾏﾚｰｼｱ 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 
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■ 庄内のコンベンション動向 

１ コンベンション開催支援状況 

(単位：件) 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 

開 催 支 援 16 16 10 10 10 10 0 3 8 11 

名 義 後 援 4 12 8 5 4 6 2 1 1 8 
 （資料：庄内観光コンベンション協会調べ） 

 

各年度の支援状況をみると、開催支援及び名義後援を合わせた件数は、コロナ

禍に減少したものの、その後は増えつつある。 

 

  ２ 開催傾向 

① 慶應義塾大学先端生命科学研究所や山形大学農学部で開催されるバイオサイエ

ンス、農業系の学会の件数が増加傾向にある。 

② 国際バドミントン大会や全国規模のソフトバレー大会などのスポーツ大会が定

期的に開催されている。 
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Ⅲ 指針の目標及び具体的施策 

 

１ 基本目標 

   本指針では、全体イメージとしての「観光地としての庄内地域のあるべき姿」を基

本目標として設定する。 

 

オール庄内で観光振興に取り組み、観光消費額の拡大と国内外の交流に 

より、活力に満ちた持続可能な観光地域づくりを目指す。 

２  数値目標 

本指針の達成度合いを測るため、次の数値目標を設定する。 

なお、庄内地域の観光消費額に関する統計が存在しないため、山形県内における観

光消費額単価を参考指標として活用する。  

 

（１）観光者数 

   庄内地域における令和 11 年度の観光者数  13,000 千人  

現状値 指標値（工程） 

10,650 千人 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
11,400 千人 11,800 千

人 
12,200 千

人 
12,600 千

人 
13,000 千

人 

 

 （２）外国人観光客受け入れ数 

   庄内地域における令和 11 年の外国人観光客受け入れ数  115,000 人 

 現状値 指標値（工程） 
55,426 人 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
75,000 人 85,000 人 95,000 人 105,000 人 115,000 人 

 

  《参考指標》 

   ・山形県内における令和 11 年の県外客観光消費額単価（宿泊） 38,900 円/人回 

現状値 指標値（工程） 

31,799 円/人回 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
34,100 
円/人回 

35,300 
円/人回 

36,500 
円/人回 

37,700 
円/人回 

38,900 
円/人回 

 

   ・山形県内における令和 11 年の訪日外国人観光消費額単価（宿泊）58,700 円/人回 

現状値 指標値（工程） 

38,933 円/人回 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
45,500 
円/人回 

48,800 
円/人回 

52,100 
円/人回 

55,400 
円/人回 

58,700 
円/人回 

 

                         現状値出典：山形県観光者数調査 
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３ 取組みの柱と基本的施策及び重点プロジェクト 

本指針の策定にあたっては、指針推進の枠組みとして次の３つの取組みの柱を掲げ、

それぞれの柱に基本的施策を設定する。 

柱１ 庄内地域ならではの強みを活用した企画誘客・消費拡大 

① 強みを活かした観光コンテンツの造成及びツーリズムの造成 

② 隣接地域や隣県との連携による広域周遊観光の推進 

③ 冬の観光誘客の促進 

柱２ 効果的な情報発信・プロモーション 

① データ分析に基づいたターゲットに訴求する情報発信の強化 

② 旅行商品造成及びインバウンド拡大に向けたプロモーションの展開 

③ ＭＩＣＥの誘致促進 

柱３ 持続可能な受入態勢の整備 

① 時代の変化に対応した観光人材育成 

② インバウンドの受入環境の充実 

③ 二次交通の充実及び利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 特に重点的に取り組むプロジェクト 】 

多様化する観光ニーズに対応するため、柱ごとの基本的施策のうち、計画期

間中に特に優先度が高く重点的に取り組むプロジェクトを設定し、集中的に推

進するものとする。 

○ 強みを活かした観光コンテンツの造成及びツーリズムの推進 

○ 隣接地域や隣県との連携による広域観光の推進 

○ データ分析に基づいたターゲットに訴求する情報発信の強化 

○ 時代の変化に対応した観光人材育成 
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４ 具体的施策 

（１）庄内地域ならではの強みを活用した企画誘客・消費拡大 

庄内地域が世界に誇る精神文化、「食の都庄内」の美食・美酒、豊かな自然、

温泉等の観光資源を活用し、データ分析を踏まえながら、旅行者の好奇心を満

たす魅力ある観光コンテンツを造成し、旅行商品としての販売に繋げていく。

特に、観光消費額の拡大に繋がる体験型観光コンテンツの充実を図っていく。 

東北一円を巡る旅行者、滞在期間が長い訪日客等、広域周遊を目的とした旅

行者を呼び込むため、県内他地域の広域観光振興団体等と連携したプロモーシ

ョンを展開し、広域観光を推進する。 

庄内地域は冬の観光客数が夏の半分ほどにまで落ち込むことから、１年を通

じて訪れたくなる地域を目指し、冬の地域資源を活用した観光誘客を促進する。 

 

①  強みを生かした観光コンテンツの造成及びツーリズムの推進【重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ】 

庄内地域を旅行先として選んでもらうため、ユネスコ無形文化遺産、日本遺

産、ミシュラン･グリーンガイド･ジャポン、日本ジオパーク等、国内外から評価

されている地域資源や、世界に誇る精神文化、連綿と受け継がれてきた民俗芸

能、「食の都庄内」の美食・美酒、「ラーメン県そば王国やまがた」、豊かな自然、

温泉等の強みを生かし、新たな地域資源の掘り起こしと既存の資源の磨き上げ

により、多様化する旅行者のニーズに適合した観光コンテンツを提供する。旅行

形態が団体旅行から個人旅行へ変化しニーズが多様化していること、また、「モ

ノ消費」から「コト消費」への消費行動の変化を踏まえ、特に、滞在期間延長に

繋がり観光消費額拡大に寄与する体験型観光コンテンツの充実を図る。 

併せて、これらの強みである地域資源を活用したツーリズム※を推進するとと

もに、主要な観光地や体験型観光コンテンツ等を結び付けた魅力ある観光コー

スを創出し、域内の周遊及び消費拡大を促進する。 

※庄内地域の強みである地域資源を活用したツーリズム（例） 

 ・精神文化ツーリズム：出羽三山や即身仏、庄内三十三観音に代表される歴史や精神文化 

 ・ガストロノミーツーリズム：「食の都庄内」の美食・美酒 

 ・アドベンチャーツーリズム：ジオパークや日本遺産など、庄内の自然と景観・人々の歴

史や文化・未来への環境保全を一体的に楽しめる、学びとアクティビティ    など  

＜主な取組みの例＞ 

・ 滞在期間延長に繋がる体験型観光コンテンツの造成 

・ 滞在期間延長に向けた域内周遊企画の実施 

・ 主要な観光地や体験型観光コンテンツを結ぶモデル観光ルートの創出 

・ ガストロノミーツーリズムやアドベンチャートラベル等のモデルツアーに
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よる磨き上げ 

・ 特産品開発や物産等の強化による消費拡大の促進 

・ 観光関連団体・事業者が実施する受入企画等に対する支援 

 

② 隣接地域や隣県との連携による広域観光の推進【重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

東北一円を巡る旅行者等、広域周遊を目的とした旅行者を呼び込むため、県

内他地域の広域観光振興団体や日本海羽越広域観光推進協議会及び環鳥海地域

連携事業実行委員会等と連携し、広域観光周遊ルートの開発やプロモーション

により、広域観光の推進を図る。 

    ＜主な取組みの例＞ 

・ 県境を跨いだ広域観光需要の創出を目的とした周遊ルートの確立及び旅行

商品造成支援 

・ 関係広域観光振興団体やＪＲ東日本、ＡＮＡ等と連携したプロモーションの

展開 

・ 国際線が就航している仙台空港や新潟空港など、近隣県の空港を起点に周遊

する旅行商品造成促進 

・ 最上地域観光協議会及びＪＲ東日本との連携による陸羽西線を活用した沿

線観光の推進 

・ おきたま広域観光協議会と連携した地域間交流によるネットワーク形成 

 

③  冬の観光誘客の促進 

１年を通じて訪れてもらえる庄内を目指し、冬の観光資源（寒鱈まつり、ス

ノーアクティビティ等）を活用して冬の観光誘客を促進する。 

＜主な取組みの例＞ 

・ 寒鱈まつりやスノーアクティビティ、温泉などの観光資源を活かした冬の観

光キャンペーンの展開 

・ 庄内各地で開催される雛人形展示を一体的にＰＲするキャンペーンの実施 

・ 新たなコンテンツ（雪体験、文化、食等）の開発、磨き上げ 

・ 観光関連団体・事業者が実施する冬の受入企画等に対する支援 
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（２）効果的な情報発信・プロモーション 

旅行者が旅行先の情報を収集する手段は大きく変化しており、紙媒体やテレ

ビ・ラジオ等のメディアからスマートフォンやパソコンへ移行が進んでいる。

データ分析を基にしてＳＶＡウェブサイト、ＳＮＳ、紙媒体等の情報発信ツー

ルをターゲットの属性や嗜好、事業内容に応じ使い分け、庄内地域の認知度向

上と事業の周知を図る。併せて、関係機関と連携したプロモーション活動によ

り、旅行会社等による旅行商品造成やクルーズ船及び国際チャーター便の誘致

を促進し、庄内地域への誘客拡大を図る。 

また、会議開催、宿泊、飲食、観光等による消費活動の裾野が広く、地域へ

の経済波及効果が期待されるＭＩＣＥの誘致拡大を図り、庄内地域での消費活

動を促進する。 

 

① データ分析に基づいたターゲットに訴求する情報発信【重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

ＳＶＡウェブサイトや各種ＳＮＳ、東北観光ＤＭＰ等で得られたデータを基

に旅行者の動向分析を行うとともに、ターゲットの属性や嗜好に合わせたテー

マを、ターゲットが主に利用している媒体（ウェブサイト、Facebook、Instagram、

Ｘ等のＳＮＳ、YouTube 等の動画サイト）を活用し情報発信することで、より確

実に国内外の個々のターゲットに庄内地域のイメージや観光地の情報を届けら

れるよう取組みを推進する。 

デジタル媒体への移行が進んでいるものの、紙媒体の需要も依然あることか

ら、必要とされるものについては紙媒体を活用する。 

インバウンドについて、近隣県空港への国際線就航状況や庄内地域における

外国人観光客数に鑑み、台湾に重点を置くとともに、中国、韓国からの誘客を

推進する。香港、ＡＳＥＡＮや欧州、米国、豪州の各市場については、高付加

価値旅行者層の誘客に向けて、やまがたインバウンド協議会や東北観光推進機

構等と連携した取組みを進める。 

＜主な取組みの例＞ 

・ＳＶＡウェブサイトや各種ＳＮＳ、東北観光ＤＭＰ等で得られたデータを基

にした旅行者の動向分析 

・ 旅マエ、旅ナカ、旅アトのそれぞれの段階のニーズに応じた国内外への情報

発信 

・ ウェブサイトのログ解析による情報ニーズの把握 

・ 素材の魅力を伝える画像や動画の整備、配信 

・ 動画コンテンツの充実・動画配信サイトの活用 

・ 効果的な情報発信や旅行商品の造成が見込まれるメディアやインフルエン   
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サー、旅行エージェント等の招請やファムツアーの実施 

          ・ 県内・隣県等のタウン誌、フリーペーパー等を活用した情報発信 

     ・ ターゲットの属性に応じて配信できるＳＮＳ広告の活用 

・ 庄内地域をＰＲするパンフレットの作成 

 

    ② 旅行商品造成及びインバウンド拡大に向けたプロモーションの展開 

ア 旅行会社及びメディア等に対するプロモーションの展開 

顧客組織を保有している旅行会社、交通事業者、メディア等へのプロモーシ

ョン活動を実施し、旅行商品造成･宣伝･販売及び各種媒体を活用した情報発信

を依頼する。各社のニーズに合った情報を提供し、庄内地域への観光誘客を促

進する。 

やまがた観光キャンペーン推進協議会や山形県教育旅行誘致協議会等の関

係機関が実施する商品説明会や商談会、旅行会社訪問に積極的に参加し、旅行

商品造成、教育旅行誘致を促進する。 

＜主な取組みの例＞ 

・ 旅行会社等へのセールスとコネクション形成 

・ 首都圏等の旅行会社やメディアへの観光プロモーションの積極的展開 

 ・ 旅行会社やメディアの招請事業 

・ 旅行商品説明会や観光商談会への積極的な参加 

・ 域内商品造成支援 

 ・ 教育旅行説明会や商談会への参加、教育旅行情報の提供 

 

     イ インバウンド誘客拡大に向けたプロモーションの展開 

インバウンドにおける広域での誘客を図るため、やまがたインバウンド協

議会や日本海羽越広域観光推進協議会等と連携し、ターゲットとなる国・地域

に応じたプロモーションを展開する。 

外航クルーズ船に関しては、“プロスパーポートさかた”ポートセールス協

議会と連携し、誘致拡大に向けたプロモーション活動を実施する。また、国際

チャーター便に関しては、県と連携し誘致活動を行う。 

＜主な取組みの例＞ 

・旅行会社やメディアの招請事業、ファムトリップの実施 

・海外誘客現地プロモーションの実施、支援 

・関係機関と連携した外航クルーズ船、国際チャーター便誘致プロモーショ  

 ン 
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    ③ ＭＩＣＥの誘致促進 

 庄内地域に在る高等教育機関等と連携し、バイオテクノロジー等の先端技術

をテーマにした学会や地域の特徴を生かしたテーマ性のあるシンポジウムの

誘致及び開催支援に取り組む。 

また、各地域のコンベンション団体との連携を強め、コンベンション開催に

係わる情報共有と合同プロモーションを実施するとともに、ウェブサイトや各

種媒体を活用した情報発信の強化を図る。 

＜主な取組みの例＞ 

・ 高等教育機関（慶應義塾大学先端生命科学研究所、山形大学農学部、東北公

益文科大学、鶴岡工業高等専門学校）との定期的な情報交換 

・ ＭＩＣＥ商談会への積極的な参加 

・ 山形コンベンションビューロー、米沢コンベンションビューロー、東北地区

コンベンション推進協議会等と連携したプロモーション活動の実施 
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（３）持続可能な受入態勢の整備 

インバウンドが急速に拡大していることから、誘客推進にあたっては、国・

地域別のニーズを的確に捉え、受入態勢の整備を充実させる必要がある。 

一方で、業界の動きとして管内事業者や在庄外国人が独自の取組みを始めて

おり、それらの動きを情報収集しながら、管内の取組みが最適化できる施策を

展開する必要がある。施策展開にあたっては、県や東北観光推進機構、やまが

たインバウンド協議会、日本海羽越広域観光推進協議会等の広域観光振興団体

と連携・協力を図りながら、積極的に東北全体の事業にも関わっていく。 

また、外航クルーズ船の寄港が増加、国際チャーター便が運航する中で、持

続可能なおもてなし態勢を構築するとともに、来訪者に対して再訪してもらえ

る取組みを進める。 

① 時代の変化に対応した観光人材育成【重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

インバウンドの急速な拡大やデジタルシフトの加速、個人旅行化の進展など、

観光産業を巡る状況が刻々と変化する中、それらに対応する観光人材の育成が

急務となっていることから、プロフェッショナルガイドや観光デジタル人材の

育成を推進する。 

＜主な取組みの例＞ 

・ タクシードライバー「庄内ガイドライバー」（山形おもてなしドライバー）

やボランティアガイドのスキル向上・育成を図るための研修会の開催支援 

・ 旅行者のニーズに応じた説明・案内サービスを提供できるプロフェッショナ 

ルガイドの発掘・育成 

     ・ ボランティアガイドを含めた、ガイド間における交流・情報共有等の推進 

・ 県事業や県観光アカデミー事業と連携した研修機会の確保､参加促進による 

 人材育成 

     ・ セミナー開催や専門家による伴走支援等を通じた観光デジタル人材の育成 

②  インバウンド受入環境の充実 

外国人観光客が快適に滞在できる環境を提供するため、観光関連施設等にお

ける多言語案内表記の充実、Wi-Fi 環境やキャッシュレス環境の整備を促進する。 

外航クルーズ船に関しては、“プロスパーポートさかた”ポートセールス協議

会と連携し、持続可能なおもてなし態勢の構築やイベント開催・オプショナル

ツアー等の企画提案、船社へのプロモーション活動を実施する。 

国際チャーター便に関しては、到着・出発時におけるおもてなしを実施する。 

一方で、クルーズ船乗客は宿泊の伴わない来訪であり、またチャーター便利

用者は個人旅行に移行することが見込まれ、リピーター化による再訪を促す取
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組みも展開する。 

なお、内航クルーズ船の寄港に係る取組みについては、寄港地である酒田市

と連携し、外航クルーズ船同様におもてなしを展開する。 

＜主な取組みの例＞ 

・ 観光施設等のハード整備に係る観光庁や県の補助制度の利用促進 

・ 路線バスやレンタカー、貸出自転車を活用するモデルコースの周知 

・ クルーズ船寄港時の持続可能なおもてなしの構築 

・ リピーター拡大に向けた外航クルーズ船や国際チャーター便乗客への情報 

提供 

・ 国際チャーター便運航時のおもてなしの実施 

③ 二次交通の充実及び利用促進 

庄内を訪れる旅行者の二次交通について、交通事業者と協力しながら、旅行

者のニーズに適合する運行や情報発信手段を検討し、利用促進を図る。 

＜主な取組みの例＞ 

・ 二次交通（レンタカー・観光タクシー等）の利用促進 

 ・ 観光施設等を巡る定期観光バス（タクシー）や企画型タクシープランの造成、

支援、周知 
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「庄内観光コンベンション振興指針」（案）について

３つの取組みの柱と基本的な施策

オール庄内で観光振興に取り組み、観光消費額の拡大と国内外の交流に
より、活力に満ちた持続可能な観光地域づくりを目指す。基本目標 令和7年度～11年度 （5年間）対象期間

特に重点的に取り組むプロジェクト

柱１庄内地域ならではの強みを活用した
企画誘客・消費拡大

① 強みを活かした観光コンテンツの造成及びツーリ
ズムの推進

② 隣接地域や隣県との連携による広域観光の推進
③ 冬の観光誘客の促進

柱２効果的な情報発信・プロモーション

① データ分析に基づいたターゲットに訴求する情報
発信

② 旅行商品造成及びインバウンド拡大に向けたプロ
モーションの展開

③ MICEの誘致促進

柱３持続可能な受入態勢の整備

① 時代の変化に対応した観光人材育成
② インバウンド受入環境の充実
③ 二次交通の充実及び利用促進

多様化する観光ニーズに対応するため、
柱ごとの基本的施策のうち、対象期間中
に特に優先度が高く重点的に取り組むプ
ロジェクトを設定し、集中的に推進

強みを活かした観光コンテンツ
の造成及びツーリズムの推進

データ分析に基づいたターゲットに
訴求する情報発信
データ分析に基づき国内外のターゲット
に訴求する情報発信を展開

時代の変化に対応した観光人材育成

推
進
体
制

SVA会員がそれぞれの
役割を担うとともに、
相互の連携を密にし
て事業を展開

進
行
管
理

・SVAプロジェクトチーム
会議において評価・検証
⇒ 翌年度の事業に反映

・数値目標に掲げた指標に
ついては、毎年、総会に
て報告

数
値
目
標

①観光客数 ②外国人観光客受け入れ数

庄内地域の観光を取り巻く現状

特に、滞在期間延長に繋がり消費額拡
大に寄与する体験型観光コンテンツの
造成

庄内地域の観光における課題

●旅行先として選ばれるコンテンツの造
成が必要

●滞在時間・観光消費額の増加に向けた
隣接地域等との連携した取組みが必要

●冬期における旅行需要の喚起が必要
●データを活用したターゲットの選定・
情報発信が必要

●認知度向上に向けたプロモーションの
強化が必要

●継続したMICE誘致活動が必要
●インバウンドに対応できる人材育成・
環境整備が必要

●データを活用できる人材の育成が必要
●二次交通の充実・利用促進が必要

隣接地域や隣県との連携による広域
観光の推進
関係広域観光団体と連携して広域観光
周遊ルートを開発

インバウンド対応やデジタル活用など
を含め、多様化するニーズに応えられる
人材を育成

●人口減少による国内需要減少傾向
●横ばい傾向の観光消費額単価
●春夏期の旅行需要の集中
●個人旅行化の進展
●デジタルシフトの加速
●他県・地域の観光地と比べ低い認知度
●全国規模の学会・各種団体の大会の定

期的な開催
●インバウンドの増加
●人手不足の深刻化、DX人材の不足
●二次交通の縮小

【 令和11年度 】13,000千人
（ 現状：10,650 千人【令和5年度】 ）

【 令和11年 】115,000人
（ 現状：55,426 人【令和5年】 ）

《参考指標：観光消費額単価》 ・県外客（宿泊・全県） ：R11年38,900円/人回（現状：R5年31,799円/人回）
・訪日外国人（宿泊・全県）：R11年58,700円/人回（現状：R5年38,933円/人回)
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第４号議案 

 

令和７年度会員会費及び負担金（案）について 

 

 

 令和７年度庄内観光コンベンション協会会員の会費及び負担金を次のとおりと

する。 

 

１ 第１種会員の会費は、令和６年度と同額とする。 

 

２ 第２種会員の負担金は、下記のとおりとする。 

 

 

                  記 

 

令和７年度庄内観光コンベンション協会第２種会員負担金 

 

                     【単位：円】 

名   称 負 担 金 額 

山  形  県 900,000 

鶴  岡  市 6,278,000 

酒  田  市 4,873,000 

三  川  町 524,000 

庄  内  町 1,172,000 

遊  佐  町 971,000 

戸  沢  村 426,000 

合   計 15,144,000 
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令和７年度庄内観光コンベンション協会事業計画（案） 

 
【運営方針】 
 

令和７年度は、「庄内観光コンベンション振興指針」（令和７年度から 11 年度）の初

年度にあたる。個人旅行化の進展に伴う旅行ニーズの多様化、デジタルシフトの加速、

インバウンドが拡大する一方で観光人材が不足しているといった観光産業を取り巻く

状況に対応すべく、指針に掲げた「庄内地域ならではの強みを活用した企画誘客・消

費拡大」、「効果的な情報発信・プロモーション」、「持続可能な受入態勢の整備」の３

つの柱に基づき、会員が一体となった事業を推進していく。 

具体的に、柱１「庄内地域ならではの強みを活用した企画誘客・消費拡大」では、

庄内地域に一年を通じて訪れていただけるよう、地域ならではの強みである、美食・

美酒、歴史・文化、自然、温泉等の魅力的なコンテンツの PR を強化するとともに、新

たなコンテンツの造成に取り組む。特に、昨年９月に観光庁の「地方における高付加

価値なインバウンド観光地域づくり事業」のモデル観光地に本県全域が選定されたこ

とから、庄内地域においても高付加価値なコンテンツ造成と磨き上げに取り組むこと

とする。また、「ラーメン県そば王国やまがた」「やまがたフルーツ 150 周年」などの

全県での取組みと連動した企画や魅力発信により、誘客拡大を図る。併せて、日本海

羽越広域観光推進協議会や環鳥海地域連携事業実行委員会などの関係広域観光推進団

体と連携し、隣県や他地域との広域観光を推進していく。 

柱２「効果的な情報発信・プロモーション」では、インフルエンサーによる庄内地

域が誇る精神文化の魅力発信により、新たな観光需要の創出を図るほか、協会の公式

サイトのあり方を検討し、効果的な情報発信に向けて再構築を図る。 

柱３「持続可能な受入態勢の整備」では、モデルコース充実のためのワークショッ

プを通じて管内の観光業に携わる関係者同士の連携の強化を図る。また、新たに、観

光人材育成に取り組む団体等への支援を実施する。 

【個別事業】 

１ 庄内地域ならではの強みを活用した企画誘客・消費拡大               

（１）強みを活かした観光コンテンツの造成及びツーリズムの推進 

    ① 羽黒山誘客促進事業 

国宝羽黒山五重塔ライトアップ実行委員会との連携により、期間中の土日祝及

びお盆期間等に、国宝羽黒山五重塔の夜間ライトアップを実施し、誘致促進と滞在

期間延長を図る。    

②「食の都庄内」ガストロノミーツーリズム事業 

       豊かな食のストーリーを堪能する、食自体が目的となる「食の都庄内」ガスト

ロノミーツーリズムを高付加価値コンテンツとして磨き上げるため、インバウン

ド向けの招請事業を実施する。 

第５号議案 
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    ③ 「ラーメン県そば王国やまがた」の魅力発信による誘客促進事業 

地域のイベントと連携したＰＲ事業の実施と、協会の HP 等を活用した情報発信

により誘客拡大につなげる。 

  ④ 「やまがたフルーツ 150 周年」観光誘客事業【新規】 

    庄内産のフルーツを活用した企画を実施し、観光誘客を図る。 

⑤ 庄内まちナビカード事業 

観光施設や店舗等の情報を記載したカードを作成し、観光客が多く訪れる施設

に設置し、観光客が一歩足を延ばして域内の観光施設や店舗を巡りたくなるきっ

かけを作り、域内の周遊を促進する。なお、昨年度に引き続き、観光客の動向を探

るデータ収集を目的にアンケート機能を付加し、アンケートの回答者には抽選で

プチギフトをプレゼントする。 

    実施時期 ７月～令和８年６月 

   ⑥ 受入企画等に対する支援事業【一部新規】 

域内の市町村、観光協会、各種団体等が実施する受入企画等を支援し、受入態勢

の充実を図る。 

    対象事業  ⅰ ３年以内の新規事業（会員に限る） 

ⅱ  インバウンド受入企画  

ⅲ  やまがたフルーツ 150 周年受入企画【新規】 

ⅳ  冬季誘客企画 

ⅴ 観光人材育成事業【新規】 

     実施時期  ５月～令和８年３月 

⑦ グリーン・ツーリズム推進事業 

山形県グリーン・ツーリズム推進協議会の助成事業を活用して１泊２日程度の

農泊体験企画を開催し、民間事業者による商品化につなげる。 

        実施時期 10 月、11 月 

    

（２） 隣接地域や隣県との連携による広域観光の推進 

① 県内他地域と連携した県内周遊促進事業 

  ア 最上地域との広域観光連携事業 

     最上地域観光協議会と連携し、観光ＰＲ事業を実施することで、両地域の周遊

を促進し、陸羽西線再開後を視野に沿線活性化につなげる。 

  イ 置賜地域との地域交流事業 

     山形おきたま観光協議会との交流事業を実施し、東北中央道の置賜・最上間開

通の利便性向上を活かし、相互にゲートウェイとなる広域周遊の促進につなげ

る。 

② 近隣県での観光プロモーション事業 

日本海羽越広域観光推進協議会や環鳥海地域連携事業実行委員会と連携し仙台

市や新潟市等での観光プロモーションを展開し、広域周遊を促進する。 

③ 庄内空港を活用した誘客事業 

庄内空港利用振興協議会と連携し、５便化でより便利になった庄内空港を活用し

た観光誘客のため、羽田空港、関西圏等での観光プロモーションを実施する。 
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（３）冬の観光誘客の促進 

① 庄内“冬”の観光誘客事業（「アナタへおくる冬ものがたり」） 

       庄内地域への冬の誘客を強化するため、冬ならではの魅力あるコンテンツを巡る

スタンプラリーの展開と JR・ANA と連携した首都圏・隣県からの誘客を図る企画等

を継続展開し、その定着を図る。 

   ア 冬の庄内満喫スタンプラリー 

         寒鱈まつりなど、冬ならではの魅力あるコンテンツを巡る周遊プレゼント企

画を展開する。 

イ JR・ANA 利用来庄者の促進企画 

    JR・ANA を利用して来場された方を対象としたプレゼント企画を展開する。 

ウ 泊まって当てようキャンペーン 

  管内の宿泊施設に宿泊された方を対象としたプレゼント企画を実施する。 

エ 庄内ひなめぐり企画 

        庄内各地で開催される雛人形展示をめぐる企画を実施する。 

   オ 受入企画等に対する支援事業（再掲） 

    対象事業に「冬季誘客企画」を設定し、冬季の受入態勢の充実を図る。   

  ② 庄内ひな街道事業 

庄内地域で開催される雛人形の展示キャンペーン(鶴岡雛物語、酒田雛街道)の 

開催を支援するとともに、庄内ひな街道の機運を醸成する取組みを実施する。 

  ③ 冬季のインバウンド向け情報発信事業 

域内の雪景色のポストカード(英語版ホームページの二次元コードを付記)製

作・配布し、外航クルーズ船等のインバウンド客の冬の再訪につなげる。 

   

２ 効果的な情報発信・プロモーション                       

（１）データ分析に基づいたターゲットに訴求する情報発信 

① 各種媒体を活用した情報発信事業 

       庄内観光コンベンション協会が取り組む企画誘客事業や魅力ある観光コンテン 

ツ等を効果的に発信し､庄内エリアに対する興味･関心を誘発し観光誘客につなげ

る。 

  ア SNS の活用による情報発信 

     Instagram、Facebook、X を通じたタイムリーな情報発信を行うとともに、

インサイト解析などにより効果的に情報発信する。 

イ ホームページ「やまがた庄内観光サイト」の運用及び再構築に向けた検討 

【一部新規】 

     HP での情報発信を行うほか、 HP のあり方や SNS の運用も含め、効果的に情

報発信を行うため、再構築に係る検討を行う。 

ウ 隣県・県内等への情報発信 

 タウン誌、フリーペーパー、新聞広告等を活用し情報発信する。 

エ 管内等への情報発信 

         計画的な報道機関への情報提供、市町村広報、タウン誌、フリーペーパー等 

    を活用し、地域住民に情報発信するとともに地域の魅力への理解を深める。 

 

user
テキストボックス
41



4 

オ 庄内観光 PR リーフレットの発行 

     四季毎に「やまがた庄内スポットガイド」を作成し、タイムリーにイベント

情報等を発信する。 

      カ ゲートウェイ施設における広告掲出 

     庄内空港やエスモールバスターミナルに広告を掲出する。 

キ インバウンド向け情報発信【一部拡充】 

    インバウンドに訴求力のある写真素材を収集し、情報発信を強化するととも

に、域内周遊の促進や再訪につなげるため、プロモーション用ノベルティの作

成などにより PR を強化する。 

② インフルエンサーによる SNS での精神文化の魅力発信事業【新規】 

出羽三山、即身仏、庄内三十三観音などの精神文化を若い世代に継承するとと

もに、新たな観光需要につなげるため、インフルエンサーを活用した情報発信を

実施する。 

③ インバウンドファムトリップ事業 

日本海羽越広域観光推進協議会と連携し、外国人旅行者の動向やトレンドに   

沿ったインフルエンサーを招聘するファムリップを実施し、台湾等のターゲット

に向けて情報発信し、広域周遊を促す。 

 

（２）旅行商品造成及びインバウンド拡大に向けたプロモーションの展開 

① 旅行会社及びメディア等に対するプロモーションの展開 

 ア 首都圏等の旅行会社やメディアへの観光プロモーション 

    やまがた観光キャンペーン推進協議会等が実施する首都圏等の主要旅行会社

やメディアを対象とした商品説明会やプロモーションに参加し、旅行商品造成

の働きかけを実施する。 

イ 庄内の豊かな自然や歴史・文化を体験する教育旅行誘致事業 

    山形県教育旅行誘致協議会の助成事業を活用し、市町村等が実施する誘致活

動の支援を実施する。 

同協議会が実施する教育旅行説明会や商談会へ参加する。また、域内におけ

る教育旅行受入情報をまとめた「山形県庄内エリア教育旅行情報シート」の更

新を行うとともに、受入施設や体験コンテンツの充実を図り､誘致を促進する。 

ウ 旅行会社・メディアの招請事業 

     域内への商品造成を目的としたファムトリップ等を実施する。 

 ② インバウンド誘客拡大に向けたプロモーションの展開 

     管内 DMO ややまがたインバウンド協議会等と連携し、インバウンド商談会への

参加や現地プロモーション等による誘客を強化する。 

     会員の海外現地プロモーション経費を助成し、インバウンドの拡大を図る。 

 

（３） MICE の誘致促進 

① コンベンションの誘致促進事業 

ア コンベンションの誘致活動 

     広告の掲載、MICE 商談会等への参加により誘致を促進する。 

イ コンベンション等の開催支援 

     経費支援、歓迎看板･コンベンションバッグ提供等を行い､誘致を図る。 
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３ 持続可能な受入態勢の整備                     

 （１）時代の変化に対応した観光人材育成 

① 庄内ガイドライバーへの支援事業 

庄内ガイドライバー協議会と連携し、庄内ガイドライバー・山形おもてなしド

ライバーの活動を支援するとともに、広報を行う。 

   ② 域内周遊モデルコース造成事業【新規】 

    増加する個人客の多様なニーズに対応するため、管内 DMO や観光協会、事業者

等の観光業に携わる関係者同士の連携を図りながら、テーマに合わせた域内モデ

ルコースを造成する。 

③ 受入企画等に対する支援事業【一部新規】（再掲） 

対象事業に「観光人材育成事業」を設け、管内の市町村、観光協会、各種団体等

が実施する受入人材育成を支援し、受入態勢の充実を図る。 

    該当対象事業  ⅴ 観光人材育成事業【新規】 

 

（２）インバウンド受入環境の充実 

① 受入態勢の整備事業 

   ア 国際チャーター便のおもてなし 

     庄内空港国際チャーター便就航の際に、関係機関と連携したおもてなしを実

施し、インバウンドチャーター便拡大につなげる。 

イ クルーズ船のおもてなし 

     外航クルーズ船寄港時に、“プロスパーポートさかた”ポートセールス協議会

の構成員として関係機関と連携したおもてなしを実施し、寄港拡大につなげる。 

       実施時期 ４月８日・12 日、５月 28 日、８月２日、10 月 21 日・23 日、 

令和８年３月 29 日、31 日 

      邦船クルーズ船寄港時には、酒田港湾振興会と連携し、酒田港に寄港した際

の歓迎、見送り行事等を実施する。 

 

（３）二次交通の充実及び利用促進 

  ① 月山サスティナブルツーリズム事業 

月山八合目線のバスを利用して月山を訪れる方を対象に抽選によるプレゼント

企画を実施して、月山公園線における公共交通利用による混雑緩和を促進すると

ともに、月山への誘客を促進する。 

     実施時期 ７月１日～９月 30 日 

    ② 交通事業者が実施する企画の情報発信事業 

   管内交通事業者が実施するタクシープラン等について、HP や SNS で情報発信

し、活用を促進する。 

 

４ その他                              

（１）会議の開催 

    ① 総会 

   ・５月 14 日（水）会場：東京第一ホテル鶴岡 
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② 理事会 

   ・５月 14 日（水）会場：東京第一ホテル鶴岡 

  ③ プロジェクトチーム会議 

   ・第１回 ４月 21 日（月）会場：庄内総合支庁 

   ・第２回 12 月を予定 

   ・第３回 令和８年３月を予定 

 

【数値目標】（「庄内観光コンベンション振興指針」より） 

１ 観光者数 

  庄内地域における令和 11 年度の観光者数  13,000 千人  

現状値 指標値（工程） 

10,650 千人 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
11,400 
 千人 

11,800 
 千人 

12,200 
 千人 

12,600 
 千人 

13,000 
 千人 

 

２ 外国人観光客受け入れ数 

  庄内地域における令和 11 年の外国人観光客受け入れ数  115,000 人 

 現状値 指標値（工程） 
55,426 人 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
75,000 人 85,000 人 95,000 人 105,000 人 115,000 人 

 

《参考指標》 

 ・山形県内における令和 11 年の県外客観光消費額単価（宿泊） 38,900 円/人回 

現状値 指標値（工程） 
31,799 
円/人回 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
34,100 
円/人回 

35,300 
円/人回 

36,500 
円/人回 

37,700 
円/人回 

38,900 
円/人回 

 

・山形県内における令和 11 年の訪日外国人観光消費額単価（宿泊）58,700 円/人回 

現状値 指標値（工程） 
38,933 
円/人回 
（R5） 

R7 R8 R9 R10 R11 
45,500 
円/人回 

48,800 
円/人回 

52,100 
円/人回 

55,400 
円/人回 

58,700 
円/人回 

                          現状値出典：山形県観光者数調査 
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＜参考＞ 

観光産業を取り巻く動き 

〇 令和５年度山形県観光者数調査結果 

県 全 体：3,866 万人（対前年比：107.3％） 

庄内地域：1,065 万人（対前年比：107.8％） 

〇 令和５年山形県観光消費額調査結果 

県 全 体：177,189 百万円（対前年比：115.9％） 

 〇 令和５年外国人旅行者県内受入実績調査結果  ※６年速報値は６月中旬発表見込み 

   県 全 体：401,948 人（対前年比：617.1％） 

庄内地域： 55,426 人（対前年比：1,132.1％） 

     国別内訳：台湾 12,047 人、欧州 11,380 人、米国 6,179 人、 

韓国 2,565 人、中国 1,938 人 

  〇 外航クルーズ船８隻寄航予定 

  シーボーン・クエスト    【初寄港】 （４月８日） 

  ダイヤモンド・プリンセス        （４月 12 日、５月 28 日） 

     三井オーシャンフジ     【初寄港】 （８月２日） 

ウエステルダム             （10 月 21 日） 

セブンシーズエクスプローラー【初寄港】 （10 月 23 日） 

レガッタ          【初寄港】 （３月 29 日） 

アザマラパシュート     【初寄港】  （３月 31 日） 

〇 庄内空港（庄内＝羽田便）の期間増便（５便化） 

  令和７年３月 30 日～５月 31 日、10 月１日～25 日 

〇 大阪・関西万博の開催（Ｒ７.４月～10 月） 

 〇 佐渡金山の世界遺産登録（Ｒ６.７月） 

〇 観光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地域づくり事業」のモデル 

  観光地に本県全域が選定（Ｒ６.９月） 

 〇 やまがたフルーツ 150 周年（Ｒ７） 

〇「いろは蔵パーク」オープン（Ｒ７.３月） 

 〇 出羽三山などをフィールドに東北エリアでアドベンチャーウィーク 2025 開催 

（Ｒ７.９月） 

 〇 出羽三山羽黒山午年御縁年（Ｒ８） 

〇 加茂水族館リニューアルオープン（Ｒ８.４月） 
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（収入の部）

令和６年度 令和７年度 比較増減

予算額（Ａ） 予算額（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

会費 6,340 6,360 20

負担金 15,144 15,144 0  第２種会員：７団体（県、鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町、戸沢村）

 やまがた観光キャンペーン推進協議会支援金等 2,150 千円

 山形県グリーンツーリズム推進協議会助成金 150 千円

 やまがたインバウンド協議会助成金 90 千円

 コンベンション開催支援助成金 9,365 千円

250 千円

 山形県 8,178 千円

 事業実施負担金 150 千円

雑収入 1 1 0  預金利子等 1 千円

繰越金 5,467 4,880 △ 587

計 45,687 46,718 1,031

（支出の部）

令和６年度 令和７年度 比較増減

予算額 （Ａ） 予算額 （Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

5,700 千円

2,200 千円

2,700 千円

5,100 千円

2,900 千円

11,868 千円

1,200 千円

450 千円

550 千円

12,300 千円

150 千円

200 千円

1,200 千円

200 千円

計 45,687 46,718 1,031

令和７年度庄内観光コンベンション協会 収支予算（案）

（単位：千円）

項　　目 摘　　　　　　　　要

 第１種会員：令和６年度末現在162会員

交付金等 12,407 12,005 △ 402

 県教育旅行誘致協議会助成金

事業実施負担金 6,328 8,328 2,000

（単位：千円）

項　　目 摘　　　　　　　　要

庄内地域ならではの
強みを活用した企画

誘客・消費拡大
13,289 10,600 △ 2,689

①強みを活かした観光コンテンツの造成及びツー
リズムの推進

②隣接地域や隣県との連携による広域観光の推進

③冬の観光誘客の促進

効果的な情報発信・
プロモーション 18,523 19,868 1,345

 ① データ分析に基づいたターゲットに訴求する
情報発信
 ② 旅行商品造成及びインバウンド拡大に向けた
プロモーションの展開

 ③  MICEの誘致促進

持続可能な受入態勢
の整備 915 2,200 1,285

 ① 時代の変化に対応した観光人材育成

 ② インバウンド受入環境の充実

 ③ 二次交通の充実及び利用促進

運営費等
（職員人件費含む） 12,960 14,050 1,090

 職員人件費

 事務所借上料

 会議費

 一般経費

 予備費

第６号議案
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庄内観光コンベンション協会 規約 

 

第１章 総    則 
 

(名称) 

第１条 この会は、庄内観光コンベンション協会（以下「協会」）という。 

(事務所) 

第２条 協会は、事務所を三川町大字横山字袖東１９－１に置く。 

(目的) 

第３条 協会は、庄内地域での観光及びコンベンションの振興を図ることにより、交流人口の増加、地

域の活性化及び国際相互理解の増進に資することを目的とする。 

(事業) 

第４条 協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(１) 庄内地域の総合的ＰＲ及び情報の発信 

(２) 観光宣伝の実施及び受入対策の樹立と推進 

(３) コンベンションの企画、誘致、開催支援及び広報 

(４) 基礎資料の収集、調査及び条件整備 

(５) その他目的を達成するために必要な事業 
 

第２章  会    員 
 

(会員) 

第５条 協会は、第３条の目的に賛同する次の会員をもって組織する。 

(１) 第１種会員 個人又は法人並びに団体であって会費（１口１万円で２口以上）を納入する者 

(２) 第２種会員 山形県及び関係市町村であって負担金を納入する者 

(入会) 

第６条 会員になろうとする者は、入会申込書を会長に提出し、承認を受けなければならない。 

(会費) 

第７条 会員は、会費又は負担金を納めなければならない。 

２ 会費又は負担金の額は、総会で定める。 

３ 既納の会費はいかなる事由があっても返還しない。 

(退会) 

第８条 会員は、退会しようとするときは、退会届を会長に提出しなければならない。 
 

第３章 役員及び職員 
 

(役員) 

第９条 協会に次の役員を置く。 

(１) 会  長 １名 

(２) 副 会 長 ４名 

(３) 専務理事 １名 

(４) 理  事（会長、副会長、専務理事を含む。） 

１０名以上１５名以内 

(５) 監  事 ２名 
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(役員の選任等) 

第１０条 理事及び監事は、総会で選任し、会長、副会長、及び専務理事は理事の互選により定める。 

２ 理事及び監事は、相互に兼ねることはできない。 

(役員の職務) 

第１１条 会長は、協会を代表し、協会の業務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代行する。 

３ 専務理事は、会長及び副会長を補佐し、業務を総括するとともに、会長及び副会長に事故あ

るとき、又は欠けたときは、その職務を処理する。 

４ 理事は、理事会を組織し、協会の業務を執行する。 

５ 監事は、協会の会計及び業務を監査し、総会において報告する。 

(役員の任期) 

第１２条 役員の任期は３年とし、再任を妨げない。 

２ 補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。 

３ 役員が任期途中で退任した場合、又は任期が満了した場合においても後任者が就任するまで

は、その職務を行う。 

(事務局) 

第１３条 協会の事務を処理するため、事務局を設ける。 

２ 事務局の職員は会長が任免する。 

３ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て会長が別に定める。 

(顧問及び参与) 

第１４条 協会は顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は会長が委嘱する。 
 

第４章 会    議 
 

(総会の構成) 

第１５条 総会は会員をもって組織する。 

(総会の招集) 

第１６条 通常総会は、毎年１回事業年度終了後３月以内に会長が召集する。 

２ 臨時総会は、理事会が必要と認めるときに、会長が召集する。 

(総会の議長) 

第１７条 総会の議長は、会長がこれにあたる。 

(総会の議決事項) 

第１８条 総会は、次に掲げる事項を議決する。 

(１) 規約の制定又は改廃 

(２) 理事及び監事の選任 

(３) 事業計画及び収支予算に関する事項 

(４) 事業報告及び収支決算の承認に関する事項 

(５) 会費及び負担金に関する事項 

(６) その他協会の業務に関する重要事項で理事会において必要と認める事項 

(総会の定足数) 

第１９条 総会は、会員現在数の２分の１以上の出席がなければ開会することができない。 
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(総会の表決) 

第２０条 総会の議決はこの規約に特別の定めがある場合を除き、出席会員の過半数をもって決し、可

否同数のときは、議長がこれを決する。 

(総会の書面表決等) 

第２１条 やむを得ない事由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について、

書面をもって、又は他の会員に委任して表決することができる。 

２ 前２条の規定の適用については、前項の規定により書面をもって表決し、又は表決を委任し

た会員は、当該総会に出席したものとみなす。 

(理事会の招集) 

第２２条 理事会は、会長が招集する。 

(理事会の議決事項) 

第２３条 理事会は、この規約に定めるもののほか、次に掲げる事項を議決する。 

(１) 総会に附議する事項及び総会から附託された事項 

(２) 総会の権限に属する緊急事項 

(３) 規程の制定改廃 

(４) その他必要な事項 

２ 前項第２号の規定に基づいて決定した事項は、次期総会において承認を求めなければならな

い。 

(理事会の議長) 

第２４条 理事会の議長は、会長があたる。 

(理事会の定足数) 

第２５条 理事会は、理事現在数の過半数の出席がなければ開会することができない。 

(準用) 

第２６条 第２０条の規定は、理事会について準用する。この場合において、規定中「総会」とあるの

は「理事会」と、「会員」とあるのは「理事」と読み替えるものとする。 

(議事録) 

第２７条 総会及び理事会においては、議事録を作成し、議長及び出席者の代表２名以上が署名押印の

上、保存しなければならない。 

(委員会等) 

第２８条 協会に、第４条に定める事業を遂行するため、理事会の議決を経て委員会等を置くことがで

きる。 

２ 委員会等に関する規程は、理事会の議決を経て会長が別に定める。 
 

第５章 会    計 
 

(会費等) 

第２９条 協会の会計は、会費・負担金・補助金及びその他の収入をもってあてる。 

(事業計画及び収支予算) 

第３０条 協会の事業計画及び収支予算は、会長が作成し、理事会の議決を経て毎年度の通常総会にお

いて議決する。 

２ 前項にかかわらず、通常総会までの間に当該年度において必要な予算は、会長の専決により

執行することができる。 

３ 前項の規定による収入及び支出は、新たに成立した収支予算による収入及び支出とみなす。 
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(事業報告及び収支決算) 

第３１条 協会の事業報告及び収支決算は、会長が作成し、監事の監査を経て理事会及び総会の承認を

得なければならない。 

(事業年度) 

第３２条 協会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 
 

第６章 規 約 の 変 更 
 

(規約の変更) 

第３３条 この規約は、総会において、出席会員数の４分の３以上の議決を経なければ変更することは

できない。 
 

第７章 補    則 

(委任) 

第３４条 この規約の施行に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。 
 

附則 

１ この規約は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 協会の設立当初の事業計画及び収支予算は、第１８条及び第３０条第１項の規定にかかわらず、

設立総会の定めるところによる。 

３ この規約は、平成１３年５月２２日から施行する。 

４ この規約は、平成１４年５月１７日から施行する。 

５ この規約は、令和元年５月２８日から施行する。 
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役　職 団体・職名 氏名

会長 鶴岡市長 皆川　　治

副会長 酒田市長 矢口　明子

副会長 鶴岡商工会議所会頭 上野　雅史

副会長 酒田商工会議所会頭 加藤  　聡

副会長 庄内総合支庁長 荒木　泰子

専務理事 庄内総合支庁産業経済部長 安藤　詠子

理　事 三川町長 阿部 　 誠

理　事 庄内町長 富樫　  透

理　事 遊佐町長 松永　裕美

理　事 東日本旅客鉄道株式会社新潟支社地域共創部長 和田　佳史

理　事 株式会社庄交コーポレーション代表取締役社長 近藤　　司

理　事 株式会社ＪＴＢ　山形支店長 田中　敬輔

理　事 あつみ観光協会　会長 佐藤　容介

理　事 全日本空輸株式会社庄内支店長 高橋　雄二

監　事 戸沢村長 加藤　文明

監　事 出羽三山神社　宮司 阿部　良一

庄内観光コンベンション協会役員(案)

 

user
タイプライターテキスト
51



役職 団体・職名 氏名

顧 問 山形県知事 吉村　美栄子

顧 問 東日本旅客鉄道株式会社秋田支社長 井料　青海

顧 問 学校法人東北公益文科大学理事長 新田　嘉一

参 与 山形放送株式会社庄内総支社長 青塚　　晃

参 与 株式会社山形テレビ庄内支社長 羽柴　裕一

参 与 株式会社さくらんぼテレビジョン庄内支社長 松田　　真

参 与 株式会社テレビユー山形庄内支局長 今野　　守

参 与 株式会社山形新聞社庄内総支社長 青塚　　晃

参 与 株式会社荘内日報社代表取締役社長 橋本　政之

参 与
山形県観光文化スポーツ部

観光交流拡大課長
永沢　康弘

参 与 鶴岡市商工観光部長 三浦　一夫

参 与 酒田市地域創生部長 池田　郁雄

令和７年度　庄内観光コンベンション協会　顧問・参与
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№ 会社・団体名 種別 № 会社・団体名 種別

1 あさひむら観光協会 第１種 53 株式会社 出羽庄内地域デザイン 第１種

2 あつみ観光協会 第１種 54 株式会社 日本旅行東北 庄内支店 第１種

3 櫛引観光協会 第１種 55 株式会社　AddＷill 第１種

4 一般社団法人 酒田観光物産協会 第１種 56 株式会社 小松写真印刷 第１種

5 一般財団法人　酒田ＤＭＯ 第１種 57 シー・キャド株式会社 第１種

6 庄内町観光協会 第１種 58 株式会社 第一プランニング 山形支社 第１種

7 一般社団法人DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー 第１種 59 株式会社 ハイスタッフ　庄内支社 第１種

8 羽黒町観光協会 第１種 60 ヒサオ看板 第１種

9 ふじしま観光協会 第１種 61 藤庄印刷株式会社 第１種

10 三川町観光協会 第１種 62 株式会社　山形アドビューロ 第１種

11 特定非営利活動法人 遊佐鳥海観光協会 第１種 63 株式会社 アークベル 酒田支社 第１種

12 湯田川温泉観光協会 第１種 64 株式会社 イグゼあまるめ 第１種

13 湯野浜温泉観光協会 第１種 65 株式会社 エル・サン 第１種

14 由良温泉観光協会 第１種 66 株式会社 オール・ケッチァーノ 第１種

15 游水亭　いさごや 第１種 67 料亭香梅咲 第１種

16 株式会社 一久旅館 第１種 68 酒田鮨商組合 第１種

17 山形県市町村職員共済組合保養所　うしお荘 第１種 69 荘内振興株式会社 第１種

18 株式会社亀や 第１種 70 庄内ＤＥＣクラブ 第１種

19 休暇村　庄内羽黒 第１種 71 日新開発株式会社　ル・ポットフー事業部 第１種

20 株式会社 九兵衛旅館 第１種 72 株式会社フーデライト庄内 第１種

21 酒田市ホテル振興協議会 第１種 73 月山高原　鈴木農園 第１種

22 ミツヤ商事株式会社 あつみ温泉高見屋別邸 久遠 第１種 74 酒田米菓株式会社 第１種

23 高見屋　最上川別邸　紅 第１種 75 鳥海やわた観光株式会社 第１種

24 竹屋ホテル 第１種 76 鶴岡菓子協同組合 第１種

25 株式会社 たちばなや 第１種 77 東北銘醸株式会社 第１種

26 株式会社 龍乃湯 第１種 78 冨士酒造株式会社 第１種

27 株式会社 華夕美日本海 第１種 79 麓井酒造株式会社 第１種

28 株式会社 萬国屋 第１種 80 株式会社 平田牧場 第１種

29 株式会社 月見 第１種 81 株式会社 平牧工房 第１種

30 株式会社 みかわ振興公社 第１種 82 株式会社 本長 第１種

31 愉海亭みやじま 第１種 83 株式会社みどりサービス　マルノー山形 第１種

32 株式会社豊栄商事 第１種 84 山形県酒類卸株式会社 第１種

33 有限会社 山形観光サービス 第１種 85 Ｍ＆Ｎ ＣＯ株式会社 第１種

34 株式会社LOCAL　RESORTS 第１種 86 株式会社 白糸の滝 第１種

35 酒田合同自動車株式会社 第１種 87 公益財団法人 致道博物館 第１種

36 酒田第一タクシー株式会社 第１種 88 株式会社戸沢村産業振興公社　いきいきランドぽんぽ館 第１種

37 酒田湊観光企画有限会社 第１種 89 土門拳写真美術館 第１種

38 株式会社 庄交コーポレーション 第１種 90 本間家旧本邸 第１種

39 全日本空輸株式会社 庄内支店 第１種 91 公益財団法人 本間美術館 第１種

40 大和交通株式会社 第１種 92 株式会社 クアポリス温海 第１種

41 出羽ハイヤー株式会社 第１種 93 遊佐町総合交流促進施設株式会社(遊楽里) 第１種

42 日産レンタカー　鶴岡駅前店 第１種 94 庄内ゴルフ株式会社 第１種

43 東日本高速道路株式会社 東北支社 鶴岡管理事務所 第１種 95 長沼温泉ぽっぽの湯運営協議会 第１種

44 東日本旅客鉃道株式会社　新潟支社 第１種 96 玉川寺 第１種

45 松山観光バス株式会社 第１種 97 荘内神社 第１種

46 港タクシー株式会社 第１種 98 庄内札所会 第１種

47 最上川交通株式会社 第１種 99 善寳寺 第１種

48 最上峡芭蕉ライン観光株式会社 第１種 100 總光寺 第１種

49 The Hidden Japan 合同会社 第１種 101 鳥海山大物忌神社 第１種

50 株式会社 ＪＴＢ 山形支店 第１種 102 出羽三山神社 第１種

51 近畿日本ツーリスト株式会社 山形支店 第１種 103 株式会社 エフエム山形 庄内支社 第１種

52 株式会社 菅原鮮魚 第１種 104 株式会社 河北新報社　山形営業所 第１種

庄内観光コンベンション協会　 第１種 ・第２種会員名簿

令和7年4月1日
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№ 会社・団体名 種別 № 会社・団体名 種別

105 株式会社 コミュニティ新聞社 第１種 157 鶴岡銀座商店街振興組合 第１種

106 株式会社 さくらんぼテレビジョン 庄内支社 第１種 158 鶴岡商工会議所 第１種

107 株式会社 荘内日報社 第１種 159 公益社団法人 鶴岡青年会議所 第１種

108 有限会社 鶴岡タイムス社 第１種 160 鶴岡電気工事協同組合 第１種

109 株式会社 テレビユー山形 第１種 161 出羽商工会 第１種

110 株式会社 山形新聞社 庄内総支社 第１種 162 山形県調理師調桜会 第１種

111 株式会社 山形テレビ庄内支社 第１種 163 遊佐町商工会 第１種

112 山形放送株式会社 鶴岡支社 第１種

113 株式会社 きらやか銀行 鶴岡中央支店 第１種 1 山形県 第２種

114 株式会社 荘内銀行 営業推進部地方創生室 第１種 2 鶴岡市 第２種

115 荘内証券株式会社 第１種 3 酒田市 第２種

116 鶴岡信用金庫 第１種 4 庄内町 第２種

117 株式会社 山形銀行 酒田支店 第１種 5 三川町 第２種

118 株式会社 山形銀行 鶴岡支店 第１種 6 遊佐町 第２種

119 株式会社 ＮＴＴ東日本－東北 山形支店 庄内営業所 第１種 7 戸沢村 第２種

120 株式会社 和泉工務店 第１種

121 株式会社 イタガキ 第１種

122 Inside Tsuruoka 第１種

123 NPO法人エコ・リンクやまがた　渚の交番カモンマーレ 第１種

124 クリーンサービス株式会社 第１種

125 酒田共同火力発電株式会社 第１種

126 株式会社 佐藤工務 第１種

127 庄内園芸緑化株式会社 第１種

128 庄内空港ビル株式会社 第１種

129 公益財団法人　庄内能楽館 第１種

130 荘内三菱電機商品販売株式会社 第１種

131 株式会社 菅原工務所 第１種

132 株式会社　ダーリングコーポレーション 第１種

133 鶴岡ガス株式会社 第１種

134 鶴岡建設株式会社 第１種

135 株式会社 鶴岡ダイハツ 第１種

136 十和建設株式会社 第１種

137 株式会社 トガシス 第１種

138 株式会社 平尾工務店 第１種

139 前田製管株式会社 第１種

140 株式会社 丸高 第１種

141 株式会社 山口工務店 第１種

142 温海町森林組合 第１種

143 北庄内森林組合 第１種

144 酒田市袖浦農業協同組合 第１種

145 庄内たがわ農業協同組合 第１種

146 庄内みどり農業協同組合 第１種

147 鶴岡市農業協同組合 第１種

148 出羽庄内森林組合 第１種

149 山形県漁業協同組合 第１種

150 山形県土地改良事業団体連合会庄内支所 第１種

151 酒田商工会議所 第１種

152 酒田ふれあい商工会 第１種

153 庄内開発協議会 第１種

154 庄内市町村議会議長会 第１種

155 公益財団法人 庄内地域産業振興センター 第１種

156 庄内町商工会 第１種

庄内観光コンベンション協会　 第１種 ・第２種会員名簿

令和7年4月1日
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